
ナンバリング 授業科目名（科目の英文名） 区分・ ［新主題】／（分野） 授業形式

基礎解析学1(Basic Calculus 1) 

R6128001 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜 ・限 担当教員

氏名福田亮治，渡邊紘，沖田匡聡（非），馬場清（非）．吉田祐治（非）

必修 2 1年
理工学部理工

前期
学科

E-mai I 内線

授 これまで学校で習ってきた数学の知織（計算の技術や，論理的な思考方法など）を系統的に整理し，具体的な問題の解決に応用する力を養います。計算結果に一喜一憂する

集 のではなく，なぜそうなるのか，なぜそうなるぺきなのかを論理的に考える習慣を身につけます。他の自然科学の分野との関連を重視し，つねに抽象的な数理現象と具体虻

の な自然現象の間の対応を考察します。すでに知っている事柄はより深く，初めての事柄は知っている事柄と関連づけて理解することを目指します。

概

妻

具体的な到違目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1単純な計算，典型的な計算を常に正しく実行できること。

゜゚目標2論理的な文章（例えば教科嘗）を書いてあるとおりに正確に理解できること．

゜゚目標3 自分の思考の過程を正確に表現できること。

゜゚目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授業の内容

1初等関数の完成とその微積分

2初等関数の完成とその微積分

3 初等関数の完成とその微積分

4 初等関数の完成とその微積分

5 初等関数の完成とその微積分

6 初等関数の完成とその微積分

7 初等関数の完成とその微積分

8初等関数の完成とその微積分

9初等開数の完成とその微積分

10微積分の利用

11微積分の利用

12微積分の利用

13微積分の利用

14微積分の利用

15微積分の利用

ラア
A：知諏の定着・確認 〇教只による講義に加えて、演習問題を解いてもらう機会を設けます。演

工そ
lfoodle等の活用

lク8：意見の表現・交換 習問題に積極的に取り組むことによって、その前後の講義の理解度が高 夫の
-T  c：応用志向

まります。 他
ンイ の
グブ 〇：知識の活用 ・割造

時間外学惰
準傭 大多数の学生は，毎週 1時間程度の予習頃粒甕的な学習）が必要です（全 15時間） 。

学修
の内容と時

事後 大多数の学生は毎週2時間程度の復習（継続的な学習）が必要です（全30時間） 。計算の反復練習を嫌がらないことと，すぐには模範解答に頼らないこと
間の目安

学修 が，学力の定落と能力の向上につながります。

長崎憲一，橋口秀子，横山利章著．明解微分積分［改訂版］，培風館

教科書

(1)佐藤恒雄，吉田英償，野澤宗平，宮本育子著：初歩から学べる微積分学，培風館

参考書 (2)石原繁編：大学数学の基礎．裳華房

必要に応じて印刷物を配布します。

成 評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

籟
中間試験や小テストなど 50% 

゜゚ ゜
評
価 学期末試験 501' 

゜゚ ゜の

方
法

及

び
評
価

劉
学期末の統一試験の結果に担当教貝の判断を加味して総合評価を行います。統一試験の問題は，基礎的な計算を主要な題材とし，所属クフスによって不公平が生じないよう

合
十分な配慮を行います。

注意事項
講義に参加する，文献を顆べる，計算問題を解くなど，自ら勉強する姿剪を強く求めます。

備考
受講生の予備知識，理解度，関心の度合いによっては，授業内容に挙げた項目，順序，程度を変更することがあります．

リンク
URL I 



ナンバリング 授業科目名（科目の英文名） 区分・ 【新主題］ ／（ 分野 ） 授業形式

基礎代数学1(Basic Algebra I) 

R612B002 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜 ・限 担当教員

氏名大隈ひとみ•田中康彦・武口博文（非） •新庄慶基（非 ）

必修 2 1 
理工学部理工

前期
学科

E-mai I 内繰

授 連立一次方程式を解く過程を見直すことにより，自然に行列の概念に到達します。行列の演算のもつ性質を深く謂ぺると，無味戟燥に思われる計算が実は幾何学的な意味を

集 持つことに気づきます。単に結果がどうなるかだけではなく，なぜそうなるかを考えることに重点を置きます。他の自然科学の分野との関連をlli:視し，つねに抽象的な数理

の 現象と具体的な自然現象の間の対応を考察します。すでに知っている事柄はより深く，初めての事柄は知っている事柄と関連づけて理解することを目指します．

概

蔓

具体的な到違目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1単純な計算，典型的な計算を常に正しく実行できる。

゜゚ ゜目標2線形変換を表す行列を求めることができる。

゜゚ ゜目標3行列の基本変形を用いて連立方程式を解くことができる。

゜゚ ゜目標4論理的な文章（例えば教科書）を書いてあるとおりに正確に理解できる。

゜
00  

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授業の内容

1行列と その演算 行列，加法，スカラー乗法，乗法，交換法則，結合法則

2行列とその演算 行列，加法，スカラー乗法，釆法，交換法則，結合法則

3行列とその演算 行列，加法，スカラー乗法，乗法，交換法則， 結合法則

4行列とその演算 行列，加法，スカラー乗法，乗法，交換法則，結合法則

5列式とその応用 行列式，正則行列，逆行列

6列式とその応用 行列式，正則行列，逆行列

7列式とその応用 行列式，正則行列，逆行列

8幾何学的な取り扱い 直 • 平面の方程式，方向ペクトル，法線ベクトル，一次変換

9幾何学的な取り扱い 直 • 平面の方程式，方向ペクトル，法線ベクトル， 一次変換

10幾何学的な取り扱い 立線 ・平面の方程式，方向ベクトル，法線ベクトル，一次変換

II幾何学的な取り扱い 匹 • 平面の方程式，方向ベク トル，法線ベクトル，一次変換

12連立一次方程式の解法 係数行列、拡大係数行列，掃き出し法

13連立一次方程式の解法 係数行列、拡大係数行列，掃き出し法

14連立一次方程式の解法 係数行列、拡大係数行列，掃き出し法

15線形代数の応用

ラア A：知撮の定着・確認 〇教只による講義に加えて，演習問題を解いてもら う横会を設けます。沙
工そ

習熟度別ク ラス編成を行います。

lクB：意見の表現・交換 習問題に積極的に取り組むことによって，その前後の構義の理解度が高 夫の
-- 7 - c：応用志向

まります。 他
ンイ の
グブ 〇：知謙の活用・創造

゜時間外学修
準備 大多数の学生は、毎週 1時間程度の予習 （継続的な学習）が必要です（全 15時間）。

学修
の内容と時

事後 大多数の学生は、毎週2時間程度の復習（継続的な学習）が必要です（全30時間）。
1111の目安

学修

高橋大輔著理工基礎線形代数，サイエンス社

教科書

石原繁編 ・大学数学の基礎，裳華房

参考書 基礎数学研究会編：新版基礎線形代数，東海大学出版会
必要に応じて印刷物を配付します。

成 評価方法 割合
目標 目標 目櫂 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標

績
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 レポートまたは中間試験 50̀ 

゜゚ ゜゚価 期末試験 501' 

゜゚ ゜゚の
方

法
及

び
評
価

割
学期末の統一試験の結果に担当教只の判断を加味して総合評価を行います。統一試験の問題は，基礎的な計算を主要な題材とし，所属クラスによって不公平が生じないよう

合
十分な配慮を行います。

注意事項
講義に参加する，文献を調べる，計算問題を解くなど，自ら勉強する姿勢を強く求めます。

傭考
受講生の予備知識，理解度，関心の度合いによっては，授業内容に挙げた項目，順序，程度を変更することがあります。

リンク
URL I 



ナンバリング 授業科目名（科目の英文名） 区分・【新主題】 ／（分野 ） 授業形式

基礎舷析学2(Basic Calculus 2) 

R6128003 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・限 担当教員

氏名渡邊紘•原恭彦•吉田祐治（非）・馬場清（非）

必修／選択 2 1年
理工学部理工

後期
学科

E-mai I 内線

授われわれのまわりの自然現象が，さまざまな関数を使って詑述されるこ とに気づいてもらいます。そのうえで，それらの関数の性質を調べるための手段 ・道具として，微ケ

集 積分法の基礎を身につけます。単に結果がどうなるかだけではなく，なぜそうなるかを考えることに直点を骰きます。 他の自然科学の分野との防連を重視し，つねに抽象杖

の な数理現象と具体的な自然現象の間の対応を考察します。すでに知っている事柄はより深く ，初めての事柄は知っている事柄と関連づけて理解することを目指します。

概

蔓

県体的な到達目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1 初等関数の微分積分などの単純な計算，典型的な計算がつねに正しく実行できるこ と。

゜目標2 論理的な文章をじっくり と貌んで書いてあるとおりに理解できること。

゜目標3 自分の思考の過程を正確に表現できること。

゜目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授業の内容

1微分法の基礎理論 微分の連鎖，平均値の定理，テイラー近似式

2 微分法の基礎理論 微分の連鎖，平均値の定理，テイラー近似式

3 微分法の基礎理論 微分の連鎖， 平均値の定理，テイラー近似式

4 微分法の基礎理論 微分の連鎖，平均値の定理，テイラー近似式

5 微分法の基礎理論 微分の連鎖，平均値の定理．テイラー近似式

6 積分法の基礎理論 置換積分，部分積分，広義積分

7 積分法の基礎理論 置換積分，部分積分，広義積分

8 積分法の基礎理論 置換積分，部分積分，広義積分

9 積分法の基礎理論 置換積分，部分積分，広義積分

10積分法の基礎理論 置換積分，部分積分，広義積分

11微積分の応用 関数の増減極値問題，定積分に帰着する和の極限位

12微積分の応用 関数の増減 極 値問題，定積分に帰着する和の極限値

13微積分の応用 関数の増減極値問題， 定積分に帰着する和の極限値

14微積分の応用 関数の増減，極値問題，定積分に帰着する和の極限価

15微積分の応用 関数の増減極値問題 定積分に帰着する和の極限値

ラア
A．知諜の定着・確認 〇教且による講義に加えて、演習問題を解いてもらう携会を設けます。演

工そ
習熟度別クラス編成を行います。

lク B・意見の表現 ・交換
習問題に積極的に取り組むことによって、その前後の講義の理解度が店 夫の

ー アc：応用志向
まります。 他

ンイ の
グブ D：知謙の活用・創造

時間外学り
準備 教科書を使って予習しましょう。 (15h)

学修
の内容と瞬

事後 教科書を使って復習しましょう。 (30h)
間の目安

学修

長崎憲一，襦口秀子，横山利章奢：明解徴分積分改訂版，培風館，2019年

教科書

( l ) 佐藤恒雄， 吉田英信，野澤 宗平， 宮本育子 著 • 初歩から学ぺる微積分学，培黒館

参考書 (2) 石原繁編 ．大学数学の基礎，裳華房

必要に応じて印刷物を配布します。

成評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目櫂 目標 目標

1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 
績評 期末試験 50% 

゜゚ ゜価 中間試験や小テストなど 50% 

゜゚ ゜の

方

法

及

び
評

価

劉合 学期末の就一試験の結果に担当教只の判断を加味して総合評価を行います。統一試験の問題は，基礎的な計算を主要な題材とし，所属クラスによって不公平が生じないよう

十分な配慮を行います。

注意事項
講義に参加する，文献を調ぺる，計算問題を解くなど， 自ら勉強する姿勢を強く求めます。

傭考
受講生の予備知識，理解度，関心の度合いによっては，授業内容に挙げた項目，順序，程度を変更することがあります。

リンク
URL I 



ナンバリング 授業科目名（科目の英文名） 区分・ ［新主題 】／（ 分野 ） 授業形式

基礎代数学2(BasicAlgebra 2) 

R612B004 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 躍 ・限 担当教員

氏名寺井伸浩 ・ 大隈ひとみ • 新庄慶基（非）・武口博文（非）

必修／選択 2 1年
理工学部理工

後期
学科

E-mai I 内線

授 方程式が定める図形という考え方をおし進めて．図形のもつ幾何学的性質を代数的な計算によって調べる方法を身につけます。抽象的な概念に対して，その具体的なイメー
集ジを思い浮かべる練習をします。単に結果がどうなるかだけではなく，なぜそうなるかを考えることに重点を置きます。他の自然科学の分野との関連を重視し，つねに抽象

の 的な数理現象と具体的な自然現象の間の対応を考察します。すでに知っている事柄はより深く，初めての事柄は知っている事柄と関連づけて理紹することを目指します。

概

蔓

具体的な到違目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1ベク トルや行列の線型演算と，それに付随するさまざまな概念を理解すること。

゜目標2諭理的な文章をじっくりと読んで，書いてあるとおりに理解できること。

゜目標3 自分の思考の過程を正確に表現できること。

゜目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

慢業の内容

1行列の基本変形とその応用 基本変形，階数，正則行列，逆行列

2行列の基本変形とその応用 基本変形，階数，正則行列，逆行列

3行列の基本変形とその応用 基本変形，階数，正則行列，逆行列

4行列の基本変形とその応用 基本変形，階数，正則行列，逆行列

5行列の基本変形とその応用 基本変形， 階数，正則行列，逆行列

6 固有値問題とその応用 固有値，固有ベクトル，固有多項式，対角化

7 固有値間題とその応用 固有値，固有ペクトル，固有多項式，対角化

8 固有値問題とその応用 固有値，固有ベクトル，固有多項式，対角化

9 固有値問題とその応用 固有値，固有ペクトル，固有多項式，対角化

10固有値問題とその応用 固有値，固有ペクトル，固有多項式，対角化

II固有値問題の発展 対称行列，直交行列，正規直交基底，一次形式，符号

12固有値問題の発展 対称行列，直交行列，正規旺交基底， 一次形式，符号

13固有値問題の発展 対称行列，直交行列，正規直交基底， 一次形式，符号

14固有値問題の発展 対称行列． il[交行列．正規旺交基底，一次形式，符号

15固有値問題の発展 対称行列．口交行列，正規旺交基底．一次形式，符号

ラア A：知諜の定着・確認 〇教只による謂義に加えて，演習問題を解いてもらう機会を設けます。浪
工そ

習熟度別クラス編成を行います。

1クB・意見の表現・交換
習問題に積極的に取り組むことによって，その前後の講競の理解度が高 夫の

ーア c：応用志向
まります。 他

ンイ の
グブ D：知謙の活用 ・創造

゜時間外学脩
準傭 大多数の学生は，毎週 1時間程度の予習（継続的な学習）が必要です（全15時間）。教科書をあらかじめ院んでおき，疑問点を整理しておくと良いでしょう

学修
の内容と時

事後 大多数の学生は，毎週2時111l程度の復習（継続的な学習）が必要です（全30時間） 。教科書やノートを参考に自分で練習問題を解くことが，学力の定着にク
間の目安

学修 ながります。

高橋 大輔著 ・理工基碕線形代数，サイエンス社， 2000年

教科書

石原繁編：大学数学の基礎，裳葦房， 1999年

参考書 基礎数学研究会編：新版基礎線形代数，東海大学出版会， 2007年

必要に応じて印刷物を配布します。

成評価方法 割合
目標 目標 目櫂 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標

1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 
績
評学期末統一試験 50" 

゜゚ ゜価 中間試験や小テストなど 501' 

゜゚ ゜の

方
法

及

び
評
価

劉合 学期末の絞一試験の結果に担当教只の判断を加味して総合評価を行います。統一試験の問題は，基礎的な計算を主要な題材とし，所属クラスによって不公平が生じないよう

十分な配慮を行います。

注意事項
講義に参加する，文献を調べる，計算問題を解くなど，自ら勉強する姿勢を強く求めます。

傭考
受講生の予備知識，理解度，関心の度合いによっては，授業内容に挙げた項目，順序，程度を変更することがあります。

リンク
URL I 



ナンパリ ング 授集科目名（科目の英文名） 区分・ 【新主題】／（分野 ） 授業形式

基礎解析学3(Bas,cCalculus 3) 

R6128005 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曙 ・限 担当教員

氏名 吉川周二•吉田 祐治（非） ・ 馬場渭（非）

必修／選択 2 2年
理工学部理工

前期
学科

E-mai I 内練

授 われわれのまわりの自然現象が，さまざまな関数を使って記述されることに気づいてもらいます。そのうえで，それらの関数の性質を調ぺるための手段 ・道具として多変悌

業 関数の微分積分法の基礎を身につけます。単に結果がどう なるかだけではなく ，なぜそう なるかを考えることに瓜点を置きます。 他の自然科学の分野との関連を重視し， つ

の ねに抽象的な数理現象と具体的な自然現象の間の対応を考察します。すでに知っている事柄はより深く，初めての事柄は知っている事柄と関連づけて理解することを目指し

概 ます。

蔓

澳体的な到達目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1基本的な関数の偏微分や瓜積分などの単純な計算，典型的な計算がつねに正しく実行できること。

゜目標2論理的な文章をじっくりと貌んで書いてあるとおりに理解できること。．

゜目標3 自分の思考の過程を正確に表現できること。 00  

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授業の内容

1微分法の基礎理論 ：偏微分，微分の連鎖，陰関数

2 微分法の基礎理論： 偏微分， 微分の連鎖，陰関数

3微分法の基礎理論 ・偏微分，微分の連鎖， 陰関数

｀ 4 微分法の基礎理論 ：偽徴分，微分の連鎖，陰関数

5微分法の基礎理論 ・偏微分，微分の連鎖，陰関数

6 積分法の基礎理論 ：重積分，逐次積分，変数変換

7積分法の基礎理論：直積分，逐次積分，変数変換

8 中間テス ト

9 積分法の基礎理論 ：重積分，逐次積分，変数変換

10積分法の基礎理論 ：瓜積分，逐次積分，変数変換

II微積分の応用 ：極値問題，立体の体積や表面積

12微積分の応用 極値問題，立体の体積や表面積

13微積分の応用 ・極値問題，立体の体積や表面積

14微積分の応用 ・極価問題，立体の体積や表面積

15微積分の応用 ：極値問題，立体の体積や表面積

ラア
A：知諜の定着・確認 〇教只による講義に加えて、演習問題を解いてもらう携会を設けます。浪

工そ
演習問題を豊宮に準備している。

1ク8：意見の表現 ・交換
習問題に積極的に取り組むことによって、その前後の構義の理解度が高 夫 の

-- T - c：応用志向
まります。 他

ンイ の
グ ブ D：知謙の活用・創造

時間外学修
準傭 大多数の学生は、毎週 1時間程度の予習ほ粒だ的な学習）が必要です（全 15時間）．

学修
の内容と時

事後 大多数の学生は、毎週2時間程度の復習（継続的な学習）が必要です（全30時間） 。
間の目安

学修

長綺憲一，橋口秀子，慣山利章著：明解微分積分，培風館

教科書

(1)佐藤恒雄，吉田英信，野澤宗平，宮本育子著：初歩から学べる微積分学，培風館

参考書 (2)石原 繁編 ・大学数学の基礎，裳華房

必要に応じて印刷物を配布します。

成 評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標

1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 
績

中間テストや小テスト ・演習など 501' 

゜゚ ゜
評

価 期末テスト 501' 

゜゚ ゜の

方

法

及

び
評

価

窮
学期末の絞一試験の結果に担当教只の判断を加味して総合評価を行います。統一試験の問題は，基礎的な計算を主要な題材とし，所属クフスによって不公平が生じないよう

合
十分な配慮を行います。

注意事項
講義に参加する，文献を調べる，計算問題を解くなど，自ら勉強する姿勢を強く求めます。

傭考
受講生の予備知識，理解度，関心の度合いによっては，授業内容に挙げた項目，順序，程度を変更することがあります。

リンク
URL I 



ナンバリング 授業科目名（科目の英文名） 区分・ ［新主題 ］／（分野） 授業形式

基礎代数学3(Basic Al、ebra3) 

R612B006 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曙・限 担当教員

氏名小畑経史・新庄慶基（非）・武口博文（非）

必修／選択 2 2年 ・
理工学部理工

前期
学科

E-mai I 内線

授 行列の図形を移動させる働きに培目して，どのような行列によって，どのような図形が，どのような図形に移るかを考えます。抽象的な概念に対して，その具体的なイメー

集 ジを思い浮かべる練習をします。単に結果がどうなるかだけではなく，なぜそうなるかを考えることに重点を置きます。他の自然科学の分野との関連を重視し，つねに抽象

の的な数理現象と具体的な自然現象の間の対応を考察します。すでに知っている事柄はより深く，初めての事柄は知っている事柄と関連づけて理解することを目指します。

概

蔓

具体的な到違目標 DP筆の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1 連立一次方程式の解法を理解し，固有値や固有ペクトルの計算に活用できること。

゜目標2 論理的な文章をじっくりと読んで書いてあるとおりに理解できること。

゜目標3 自分の思考の過程を正確に表現できること。

゜目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授業の内容

1行列の基本変形とその応用 ． 基本変形，階数，逆行列，連立一次方程式

2 行列の基本変形とその応用・ 基本変形，階数，逆行列，連立一次方程式

3 行列の基本変形とその応用 ： 基本変形，階数，逆行列，連立一次方程式

4 行列の基本変形とその応用 基本変形，階数，逆行列，連立一次方程式

5 行列の基本変形とその応用 ： 基本変形，階数，逆行列，連立一次方程式

6 行列式とその応用： 行列式，置換，符号，余因子展開，外積ペクトル

7行列式とその応用・ 行列式，置換，符号，余因子展開 外積ベクトル

8行列式とその応用． 行列式，置換，符号，余因子展開外積ペクトル

9 行列式とその応用： 行列式，置換，符号，余因子展1l1l，外積ベクトル

10行列式とその応用： 行列式，置換，符号，余因子展開外積ペクトル

II固有値とその応用 固有値，固有ベクトル，固有多項式，対角化

12固有値とその応用・ 固有値，固有ベクトル，固有多項式，対角化

13固有値とその応用： 固有値，固有ベクトル，固有多項式，対角化

14固有値とその応用： 固有値，固有ペクトル，固有多項式，対角化

15固有値とその応用： 固有値，固有ベク トル，固有多項式，対角化

ラア
A：知紐の定着・確認 〇教只による講義に加えて、演習間題 （基硝的• 発展的）を解く機会を見

工そ
習熟度別クラス編成を行います。

1ク B・意見の表現・交換
けます。演習問題に積極的に取り組むことによって、その前後の講義の 夫の

-T  c：応用志向
理解度が高まります。 他

ンイ の
グブ D：知諏の活用・ 創造

゜時閏外学修
準備 大多数の学生は、毎週 1時間程度の予習（継続的な学習）が必要です（全 15時間）。あらかじめ教科書を糀み疑問点を整理しておくこと、計算問題を解いて

学修 おくことはよい予習のやり方です。
の内容と時

事後 大多数の学生は、毎週 2時間程度の復習（継続的な学習）が必要です（全30時間） 。ノー トを統んで論理の進行を追えるか確かめてください。練習問題（『
間の目安

学修 算問題、証明問題）を解くこ とは、理解の定培のためには必須の事項です。

高橋大輔著：理工基礎線形代数，サイエンス社

教科書

石原繁編：大学数学の基礎，裳華房

参考書 基礎数学研究会編：新版基礎線形代数，東海大学出版会

必要に応じて印刷物を配布します。

成 評価方法 割合
目標 目櫂 目標 目標 目標 目櫂 目標 目憬 目櫂 目標

績
1 2 3 '4 5 6 7 8 ， 10 

評 学期末絞一試験 50" 

゜゚ ゜lili 中間試験や小テスト 50" 

゜゚ ゜の

方

法

及

び
評

価

割
全クラスで学期末絞一試験を実施します。統一試験の問題は，基礎的な計算を主要な題材とし，所属クラスによって不公平が生じないよう十分な配慮を行います。

合

注意事項
講義に参加する，文献を顆ぺる，計算問題を解くなど，自ら勉強する姿勢を強く求めます。

備考
受講生の予備知識，理解度，関心の度合いによっては，授業内容に挙げた項目，顧序，程度を変更することがあります。

リンク
URL I 



ナンバリング 授集科目名（科目の英文名） 区分・ ［新主題 】／（分野） 授集形式

力学(Meehani cs) 

R6128007 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・限 担当教員

氏 名 長 屋 行 之 ． 末 谷 大 道 ． 岩 下 拓 哉 ． 近 薦 隆 司

必修／選択 2 1年
理工学部理工

前期
学科

E-mai I nagayaOo i ta-u. ac.j p, sue tan ito i ta-u. ac j p, t iwash i ta魯oi ta-u ac j p, ryuj i -kondo@sus i. 

授 力学は物理学の分野の中で最も基礎的なものである。物理法則の基本理論を簡潔に記述しており ，他の分野の体系化を行う際のモデルとなる。ここでは， 質点に作用するカ

集 と運動の関係について，微積分を基礎にしたニュートンカ学を学び，これをもと に物理学の基本的考え方を理解する。

の

概

憂

県体的な到違目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1座標，速度， 加速度の関係を微分 ・積分を用いて記述する運勤学を理解できる。

゜目標2 ニュー トンの運動方程式を理解できる。

゜目標3仕事とエネルギーについて把握し，保存力について力学的エネルギー保存則を理解できる。

゜目標4

目標5

目標6

目標7 ヽ

目標8

目標9

目標10

授業の内容

1運動の表し方 (1) 位置と座標系，極座標，次元

2運動の表し方 (1) ベク トルの基本， 問題演習

3運動の表し方（2) 速さ，速度，加速度，等加速度運動

4 運動の表し方 (2) 円運動，ホドグラム

5運動の表し方 (2) 問題演習

6カと運動 ニュー トンの運勲法則，色々な力

7カと運動問題演習

8 中間試験

9色々な運勤 放物運動，空気抵抗

10色々な運動 微分方程式の変数分離法による解法

11色々な運勤 束縛運動，単振動

12色々な運動演習

13エネルギーとその保存則 仕事，保存力

14エネルギーとその保存則 位置エネルギー，エネルギー積分

15エネルギーとその保存則 問題演習

ラ ア
A：知諜の定着・確認 〇内容の理解には数式の導出が必要になるため，謂義の途中で隣の学生と

工そ
LMS (Mood le)を利用する。

1ク B：意見の表現 ・交換
の教え合いの時間を設ける。演習問題は宿題とし，受講生が板書して解 夫の

ー- ア-
C・応用志向

答する。 他

ンイ の
グブ D：知聞の活用・割造

時間外学惰
準備 教科書や参考文献等の情報を必要に応じて予習する (15h)。

学修
の内容と時

事後 演習課題に取り組む(45h)。
間の目安

学修

永田一清著 ［新 ・基礎力学」 サイエンス社， 2 0 0 5年

教科書

参考書を指定しない。

参考書

成評価方法 割合
目標 目憬 目標 目標 目標 目標 目櫂 目標 目標 目標

1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 
績
評中間テス ト 50% 

゜゚価 期末テス ト 50" 

゜゚ ゜の

方

法

及

び

評

価

割

合

注意事項
高校までの力学と違って，微積分をベースにして運動の法則を考梨する。高校までの数学的知臓が不足していると，講義内容が分からなくなるので，高校数学の復

習を行うこと。教只が指示する宿題を行うこと。

備考
再履修は，元々受講していた教只のクラスを受講する。

リンク
URL I 



ナンバリング 授業科目名（科目の英文名）’ 区分・ ［新主題 】／（分野） 授集形式

データサイエンス(DataSci once) 

R6128008 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曙・限 担当教員

必修（物理学 理工学部理工
氏名 貞弘晃宜（取り纏め），近藤隆司，工藤孝人，池内秀隆，平田 誠，西垣肇，富来礼次

運携， 電気工胃学 2 1年
学科物理学

後期
子，機械 連携ブログラ

，知能機 ム，電気エネ E-mai I sadah i rollo i ta-u. ac j p (貞弘） 内繰 7802（貞弘）

授 デジタル化とグローバル化の急速な普及により社会 ・産業の転換が大きく進んでいる。データとそれを扱う数理およびそれらを活用した AIは、今後のデータ駆勲型社会に

集 おいて、 全ての学生が学び身につけるべき リペラルアーツであるといえる。本講義では「数理 ・データサイエンス ・AI（リテラシーレベル） モデルカリキュラムj の導入 ・

の 基礎 ・心得にあたる部分を謂義 ・グループワーク ・実デーク を用いた演習によ り修養する。

概

憂

具体的な到達目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1 データ ・Alによって、社会及び日常生活が大きく変化していることを理解する

゜ ゜目標2 帰納的推論と演繹的推論の違いとそれらの利点 ・欠点を理解する

゜目標3 デークの特徴を読み解き、起きている事象の背景や意味合いを理解できる

゜目標4 データの比較対象を正しく設定し、数字を比ぺることができる

゜゚ ゜目標5 適切な可視化手法を選択し、他者にデータを説明できる 00  

゜目標6 デーク ・Alを利活用する際に求められるモラルや倫理について理解する

゜
00  00  

目標7

目標8

目標9

目標10

授業の内容

1授業の進め方 ・データサイエンス入門との関係

2 社会におけるデータ ・AI利活用＃1（グループワーク）

3社会におけるデータ・ Al利活用＃2（成果発表）

4 データリテラシー ．準備、データを扱う（データの並び苔え、csv)

5 データリテラシー：データを貌む1 （データの種類とデータの分布）

6 データリテラシー ：データを醗む2 （相1l1lと因果、母集団と標本抽出）

7 データリテラシー ：データを醗む3 （クロス集計、分割表、相関係数行列、散布図行列）

8 データリテラシー： データを餃明する 1 （データ表現・チャート化）

9 データリ テラシー ：データを餃明する2 （データの比較 ・不適切なグラフ表現）

10機械学習：教師あり学習 1 （線形回帰分析、SW!）

II機検学習 ：教師あり学習 2 （決定木分析、NN)

12機械学習・教師あり学習 3 （ナイープペイズ法，K-NN)

13機核学習 ：教師なし学習 1 （クラスター分析、主成分分析、因子分析）

14機城学習：教師なし学習 2 （アソシェーション分析）

15データ ・Al利活用における留意事項（グループワーク）

ラア
A：知鰈の定着 ・確認 0演習を行うことにより理解度の確認を行う。

工そ
なし

lク B：意見の表現・交換

゜
夫の

-- T - c：応用志向
他

ンイ の
グブ D：知謙の活用 ・創造

時閤外学修
準傭 データサイエンス入門の知識の確窮を授業前に行うこと (30分）

学修
の内容と時

事後 学習内容の復習を行うこと (60分）
間の目安

学修

教養としてのデータサイエンス（データサイエンス入門シリーズ），北川源四郎，諄餃社， I,980円 （税込）， 2021年

教科書

参考書

成 評価方法 割合
目標 目標 目櫂 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標

績
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 レポート・演習 100" 

゜゚ ゜゚ ゜゚価

の

方

法

及

び

評

価

劉

合

注意事項
授業で演習を行うので，ノートバソコン持参のこと。

備考

リンク
URL I 



ナンバリング 授業科目名（科目の英文名） 区分 ・［ 新主題 J/（分野） 授業形式

言藷思想譲{Lectureon Langua1e and Thought) 

R6428009 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曙 ・限 担当教員

氏名園井千音・佐々木朱美 ・大谷英理果

選択 2 2年
理工学部理工

前期
学科

E-mai I 内繰

授 本講義においては社会の近代化と人類の知性（文化形成や科学技術発展など）との関連を深く理解する力を促進するため、人文科学と社会の構築関係に注目し、その中心に

業 ある言栢思想の特徴とその形成過程について分析し、その本質について考察する。本請義では特にイギリス文化圏（言話、文学、歴史、思想、科学など）について検1iEし、

の イギリスにおける言話（英話）と思想を中心とする人文科学が社会発展においてその文化形成に及ぼした影響について検証する。最終的には、現代社会を構成する多様な要

概 素についての総合的な理解力を強化し、国際的に活躍する人材にふさわしい柔軟な思考力養成と促進を目指す，

憂

具体的な到連目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1社会や文化に関し複合的視野において問題点を指摘することができる。 00  

゜
00 

目標2 多様な問題に関する柔軟な思考により自分の考えを表現することができる。 00  

゜
00 

目標3英話もしくは英栢囲文化について論理的に悦明することができる． 00  

゜
00 

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授業の内容

1イントロダクション

2 イギリスの成り 立ち ：イギリスの成り立ちと言話 (1)

3 イギリスの成り立ち：イギリスの成り立ちと言話 (2)

4 イギリス文化と思想： イギリスの言語文化の発展 (1)

5イギリス文化と思想：イギリスの言栢文化の発展 (2)

6 イギリス文化と思想：イギリスの言語文化の発展（3)謂義内容について意見発表もしくはグループディスカッション

7イギリス文化と社会：イギリスの言栢文化と社会の関連について (1)

8イギリス文化と社会 ：イギリ スの言語文化と社会の関連について (2り

9 イギリス文化と社会 ：イギリスの言栢文化と社会の近代化について（3) グループディスカッ ション

10イギリス文化とヨーロッパ：イギリスの言栢文化の多様性について (1)

11イギ リス文化とヨーロッバ：イギリスの哲栢文化の多様性について (2)

12イギリス文化の特徴：イギリスらしさとは (1)

13イギリス文化の特徴・イギリスらしさとは (2)

14復習とまとめ（1)講義内容についての要点復習

15復習とまとめ (2)謂義内容についての意見発表もしくはグループディスカッション

ラア
A：知I餞の定着・確認 〇各講義における高度な英話語彙、文法を使用した文献の読解に慣れるこ

工そ
図書館における講義内容の補足的資料検索などの実施。講義内

lク B •意見の表現・交換 。と。英栢の成立やイギリスの文化について知識を増やすこと。講義につ 夫の 容におけるレポート課題を自分で考え決定する。

ーア C．応用志向
いてのレポートやディスカッションにおいて外国の歴史や文化、思想に 他

ンイ つ゚いての自分の考えを表現すること。 の
グブ D：知謙の活用・創造

゜時間外学修
準傭 各講義のテキストや参考資料について必要に応じて予習。 (20h)各講義内容についてより詳しい情報を必要に応じて収集する。 (!Oh) 

学修
の内容と時

事後 各講義のテキストや参考資料について復習 (20h)。譲義の内容についての最終課題（レポート）を完成させる (20h).
間の目安

学修

講義で指示する。

教科書

講義で指示する。

参考書

成 評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標

績
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 講義内容に関する資料検索収集などの課題 20~ 

゜゚ ゜価 講義内容に関する意見発表 10" 

゜゚ ゜の

方
復習レポート 70% 

゜゚ ゜法

及

び
評

価

割

合

注意事項
なし。

・備考
なし。

リンク
URL I 



ナンパリング 授業科目名（科目の英文名） 区分・【新主題】 ／（分野） 授業形式

微分方程式(DifferentialEquations) 

R642B010 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曙 ・限 担当教員

氏名吉川周二／内田俊／豊坂祐樹（非）

必修／選択 2 2年
理工学部理工

前期
学科

E-mai I r fukuda@o i ta-u ac j p（福田） 内線 7860（福田）

授 様々な分野で使用される常微分方程式について，基本的な概念や考え方を身につけた上で，微分方程式が必要となる状況や解が持つ意味などの理解を目指します。特に，2 

業 階までの線形微分方程式にたいしては，基本的な計算が出来るようになり，それぞれの分野で実践的に微分方程式を生かせるようになる ことを目標とします。

の
概

蔓

具体的な到達目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1常微分方程式の一般解， 特殊解，解の一意性といった基本的な概念を身につける。

゜目標2 1階および2階の常微分方程式に対して，斉次，非斉次の場合に一般解や初期条件を潤たす解を求められるようになる。

゜目標3 定係数の連立微分方程式に対して， 一般解を求める汎用的な考え方を理解する。

゜目標4連立微分方程式と高階の線形微分方程式の関係を理解する。

゜目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授集の内容

1微積分の復習その 1（初等関数と微分）

2 微積分の復習その2（積分）

3 微分方程式入門 （方程式の種類，解について）

4 定係数1階常微分方程式（斉次）

5 定係数1階常微分方程式（非斉次）

6 I階常微分方程式（非定係数）

7 I階常微分方程式（まとめ，発展）

8 定係数斉次2階微分方程式

9 定係数非斉次2階微分方程式

10初期値問題

11非定係数2階微分方程式

12 2階常微分方程式（まとめ，発展）

13連立微分方程式と高階の微分方程式

14連立微分方程式の解法

15全体の復習および発展

ラア A：知鯰の定着・確認 〇授業の方針や関連事項，演習の解答例および，補足貌明をWebページで
工そ

必要に応じて理解を確かめ演習やレポートを設定し，常時質問

1クB・意見の表現・交換 公開し，これらを用いた時間外の学習を前提として授業を行う。 夫の を受け付けながら講義を進めます。また状況に応じて授業で復

_ 7 
C．応用志向 他 習的な内容を取り入れます。

ンイ の
グブ 〇：知鰈の活用・創造

゜時間外学修
準傭 今までに学習した内容を．教科書やWebベージなどで復習する。シラパスの餃明や事前の予告により，次に必要となる事項を予測しあらかじめ基礎となる事可

学修 については理解しておく。（演習を解くのに要した時間の 3倍程度の学習が必要） （30h) 
の内容と時

事後 学習した内容に対して，演習を中心に，分からないことを整理する。その上で，教科書，＂ ebページなどを用いて，理解するための復習をする。最終的に分カ
間の目安

学修 らない部分を教只に質問，相絞する。（演習を解くのに要した時間の5倍程度の学習が必要） （15h) 

微分方程式概税（サイエンス社）

教科書

参考書は指定しない

参考書

成 評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標

績
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 演習（レポートを含む） 30" 

゜゚ ゜゚価 試験 70% 

゜゚ ゜゚の

方
法
及

び
評

価
割

合

注意事項
理解度には個人差があるので，分からない部分は質問するなどして，自分の責任で解決してください。この授業は複数の教只で分担して担当しています。 教只によ
って扱いが違うところがありますので，レポートや試験などのアナウンスはどちらの教只のものなのかを必ず確認してください。

連絡先は統括をしている福田のものです．
傭考 担当の教且の連絡先が分かる場合はそちらに連絡してください．

リンク
URL I 



ナンパリング 授業科目名（科目の英文名） 区分・ 【新主題 】／（分野） 授業形式

複素関数(CompI ex Functions) 

R6428011 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・限 担当教員

氏名吉川周二／坊向伸隆／豊坂祐樹（非）

必修／選択 2 2年
理工学部理工

前期
学科

E-mai I r fukudato i ta-u. ac. j p（褐田） 内線 7860（福田）

授 フーリエ解析などの様々な場面で複素数を用いた解析が用いられています。これらを正しく理解して使いこなすためには，複素関数に対する微分，積分の考え方や性質を正

集しく理解する必要があります。この授業では，複素数，筏素関数に関して．四則演算や極座標などの基本的概念，コーシーの積分定理や留数の定理などの基本的性質を理触

の することを目標とします。

概

蔓

具体的な到違目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1複素数の四則演算，極座標表示など，基本的性質を理解する。

゜目標2 コーシー ・リーマンの方程式など複素微分に関わる性質を理解する。

゜目憬3複素線積分の定義を理解し，計算が出来るようになる。

゜目標4 コーシーの積分定理，コーシーの積分公式，留数の定理など筏素線積分に関わる性質を理解する。

゜目標5留数の定理を実積分に応用できるようになる。

゜目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授業の内容

l導入．複素数と複素閲数

2複素数の四則演算，大きさ，極座標表示

3 n乗根の計算

4 初等関数の複素化

5複素微分とコーシー・リーマンの方程式

6 複素線積分

7 コーシーの積分定理

8 コーシーの積分公式

9 特異点，留数

10留数の定理

II実積分への応用（有理閲数の積分， 1位の極の場合）

12実積分への応用（有理関数の積分， 1位の極でない場合）

13実積分への応用（：：：角関数の周回積分）

14実積分への応用（フーリエ積分）

15全体の復習および発展

ラア
A：知諜の定着・確認 o必要に応じて理解を確かめ演習やレポートを設定し，常時質問を受け付

工そ
なし．

1クB．意見の表現・交換 けながら講義を進めます。また状況に応じて授業で復習的な内容を取り 夫の
ーア c：応用志向

入れます。 他

ンイ の
グブ D：知謙の活用・創造

時間外学修
準備 入学前を含め，以前に学習した内容を復習しておく (20h)。 • 

学修
の内容と時

事後 それぞれの時点までの内容を理解するまで復習する。また，演習またはレポート課題が与えられた際にはその課題にも取り組む(5h)。
間の目安

学修

教只ごとに授業のはじめに配布もしくは指定します。

教科書

参考書は指定しない。

参考書
． 

成評佃方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目櫂 目樗 目標

績
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 演習またはレポート課題 30~ 

゜゚ ゜゚ ゜価 期末試験 70" 

゜゚ ゜゚ ゜の
方

法
及

び
評

価
割

主に期末試験で評価します。必要に応じて最大3割程度，演習またはレポートの点数を加味します。
合

注意事項
理解度には個人差があるので，分からない部分は質問するなどして，自分の責任で解決してください。

連絡先はこの科目の統括をしている福田のものになっています．
備考 担当教員の連絡先が分かる場合はそちらに連絡してください．

リンク
URL I 



ナンパリング 授業科目名（科目の英文名） 区分・ 【新主題】 ／（分野） 授業形式

ベクトル傾析(VectorCalculus) 

R6426012 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・限 担当教員

氏名福田亮治・豊坂祐樹（非） ・馬場渭（非）

必修／選択 2 2年
理工学部理工

後期
学科

E-mai I rfukuda@oi ta-u ac.jp（福田） 内線 7860（福田）

授 3次元空間の中の物体など、ベクトルで表された解析対象を，微分や積分を用いて解析する上で必要となる概念や性質についてその基本的な部分を解餃する。形式的な計算

集だけではなく、理論的な背景を正しく理解して 3次元空間のイメージをペクトル解析の立場からとらえ、実際の現象を数式に結びつけることのできる感覚を身に付けること

のを目的とする

概

憂

員体的な到違目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1 曲線の長さ、曲率、曲面の面積、スカラー場やベクトル場の勾配、ラプラス浪算子、線積分、面積分、体積分などについて正し

゜目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授業の内容

1線形代数と微分積分の総綸

2線形代数の復習

3微分積分の復習

4 空間曲線

5接線ペクトル，主法線ペクトル，従法線ベク トル

6 曲率，ねじれ率

7 曲面（面積，接平面）

8 スカラー場の微分

9 ベクトル場の微分（微分演箕子）

10スカラー場，ペクトル場の徴分の公式

11線積分

12面積分

13ガウスの発散定理

14グリ ーンの公式とストークスの定理，

15ペクトル解析の展望

ラア
A・知様の定着 ・確認 〇教且による講義に加えて、演習問題（基礎的 • 発展的）を解く機会を設

工そ
必要に応じて理解を確かめ演習やレポートを設定し，常時質問

1ク B．意見の表現 ・交換
けます。演習問題に積極的に取り組むことによって、その前後の講義の

夫の を受け付けながら講義を進めます。また状況に応じて授業で復

ー-ア-
C・応用志向

理解度が高まります。 他 習的な内容を取り入れます。

ンイ の
グブ D：知様の活用・ 創造

゜時間外学修
準傭 今までに学習した内容を．教科書やWebページなどで復習する。シラバスの貌明や事前の予告により，次に必要となる事項を予測しあらかじめ基礎となる事1
学修 については理解しておく。（演習を解くのに要した時間の 3倍程度の学習が必要） （30h) 

の内容と時
事後 学習した内容に対して，演習を中心に，分からないことを整理する。その上で，教科書， Webページなどを用いて，理解するための復習をする。最終的に分力

1111の目安
学修 らない部分を教只に質問，相餃する。（演習を解くのに要した時間の 5倍程度の学習が必要） （15h) 

基礎と応用ベクトル解析，サイエンス社

教科書

指定なし

参考書

成 評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標

1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 
績

演習（レポー トを含む）評 301' 

゜価 試験 70% 

゜の

方

法

及

び

評

価

劉

合

理解度には個人差があるので，分からない部分は質問するなどして，自分の責任で解決してください。この授業は複数の教員で分担して担当しています。 教只によ
注意事項 って扱いが違うところがありますので，レポートや試験などのアナウンスはどちらの教貝のものなのかを必ず確認してください。

連絡先は，全体の航括をしている福田のものになっています．
備考 担当教員の連絡先が分かる場合はそちらに連絡して下さい

リンク
URL I 



ナンバリング 授業科目名（科目の英文名） 区分・ 【新主題l/（分野） 授業形式

フーリエ解析(FourierCalculus) 

R6428013 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曙 ・限 担当教員

氏 名 内田 俊・豊坂祐樹（非）・馬場清（非）

必修／選択 2 2年
理工学部理工

後期
学科

E-mai I rfukudaOoi ta-u.ac.j p（福田） 内線 7860（福田）

授 理工学分野の諸現象を解析する場合，そのモデルとして現象を微分方程式で記述することが多くあります。この授業では，初等微積分学の基礎知識を積分変換としてのラプ

集 ラス変換，フーリエ変換について解悦し，応用数学の視点からここで得た知識を基本的な諾現象に関る常微分方程式 ，偏微分方程式に適用し，これらを解くことで微分方程

の 式の物理的な概念を把担できるように導きます。また，積分変換に関連して立交関数，デルタ関数についても解税し，数式と現象の相互関係をより深く理解できることを目

概 的とします。

蔓

具体的な到達目標 OP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1フーリエ解析に必要な学習済みの数学的概念を再確認する。

゜目標2積分変換において必須と考えられる五交関数，デルタ関数について理解する。

゜目標3 ラプラス変換：フーリエ級数，フーリエ変換についてその数学的解析手法を條得する。

゜目標4 上記手法の物理学的意味を把握し，工学専門領域で応用できるようになる。

゜目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

浅集の内容

l微積分学の総論

2微分積分の復習

3基本的な常微分方程式の解法(I階）

4基本的な常微分方程式の解法(2階．それ以上）

5特殊な関数（デルタ関数）

6積分変換

7 ラプラス変換の定義

8 ラプラス変換の性質

9 ラプラス変換の応用

10ラプラス変換に閣する演習問題

11 il'I交関数系とフーリエ級数

12フーリエ変換と偏微分方程式

13フーリエ級数，フーリエ変換に関する演習問題

14デルタ関数に関する演習問題

15全体のまとめ（展望）

ラア A• 知鰈の定着 ・ 確認 〇必要に応じて理解を確かめ演習やレポートを設定し，常時質問を受け1・
工そ

なし。

lク B．意見の表現・交換 けながら講義を進めます。また状況に応じて授業で復習的な内容を取り 夫の
--T - c：応用志向

入れます。 他

ンイ の
グブ D：知紐の活用 ・創造

時間外学修
準備 入学前を含め，以前に学習した内容を復習しておく (20h)。

学修
の内容と時

事後 それぞれの時点までの内容を理解するまで復習する。また，演習またはレポート課題が与えられた際にはその諜題にも取り組む(5h)。
間の目安

学修

教只ごとに授業のはじめに配布もしくは事前に指定します。

教科書

参考書は指定しない。

参考書

成 評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目櫂 目櫂 目標 目標
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

績
演習またはレポー ト課題

゜゚ ゜゚
評 30% 

価 期末試験 70'.lli 

゜゚ ゜゚の

方
法
及

び
評
価

割
主に期末試験で評価します。必要に応じて最大3割程度，演習またはレポー トの点数を加味します。

合

注意事項
わからないところは自分で調ぺたり質問したりして積極的に解決してください。

傭考
連絡先は全体を統括している福田のものになっています．

担当教只の連絡先が分かる場合はそちらに連絡してください．

リンク
なし。

URL I 



ナンパリング 授集科目名（科目の英文名） 区分・【新主題】 ／（分野） 授集形式

確率．統計傾析(ProbabiI ity and Statistical Analysis) 

R6428014 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曙 ・限 担当教員

氏名小畑経史 • 吉田祐治

選択 2 2年
理工学部理工

後期
学科

E-mai I rfukudallo i ta-u. ac,j p 内線

授理工学における様々な数値を解祈する上で，確率的なモデル化をし，それを統計的に処理することが有効であることが多々あります。

集この授業では，代表値や散布度，共分散，相関係数といった数値データを処理するための概念を解骰し，それらを確率の 「分布」の概念に基づいて統計的な解析をする基礎

のを学びます。具体的には，数飢データを解析するための数価化，独立性に基づく種々の性質を解悦し，正規母集団からの無作為抽出を用いた各種パラメータの推定に対して

概， x2乗分布， t-分布， F-分布を用いた区間推定や統計的仮貌検定について，理論的に理解した上で正しく使いこなす技術を身につけます。

憂

具体的な到違目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1与えられた数値データの特徴を表す数値化（代表値，散布度，共分散，相関係数）を理解する。

゜目標2 確率の基本的性質（ベイズの定理，条件付確率なぢ）を理解する。

゜目標3確率変数の分布の定義を，離散的な分布や密度閲数を持つ分布の場合に理解し，それを通して平均や分散の概念を把握する。

゜目標4 x2乗分布， t-分布， F-分布を用いた正規母集団に関する推定検定の手法と理論背景を理解する。

゜目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授業の内容

1概要 （オリエンテーション）

2 数値データの把握1（度数分布表，ヒストグラム，代表値）

3 数値データの把握2（散布度，相関係数）

4 事象と確率，条件付き確率，ペイズの定理

5 確率変数，分布，離散的な分布

6 連続的な分布，密度関数

7 多変数の分布と独立性

8 大数の法則，中心極限定理

9 データと確率に関するまとめ

10区間推定，統計的仮悦検定（正規分布の場合）

II x2乗分布を用いた推定，検定とその理輪

12 t分布を用いた推定，検定とその理論

13 F分布を用いた推定，検定とその理論

14片側検定

15全体のまとめは；用や発展的内容など）

ラア
A•知紐の定着・確認 〇教只による講義に加えて、演習問題（基礎的 • 発展的）を解く機会を餃

工そ
必要に応じて理解を確かめ演習やレポートを設定し，常時質問

1ク B．意見の表現・交換
けます。演習問題に積極的に取り組むことによって、その前後の講義の 夫の を受け付けながら講義を進めます。また状況に応じて授業で復

_ - T -
c：応用志向

理解度が高まります。 他 習的な内容を取り入れます。

ンイ の

グブ 〇：知謙の活用・創造

゜時間外学惰
準傭 大多数の学生は、毎週 1時間程度の予習が必要です（全15時間）。あらかじめ参考書を読み疑問点を整理しておくこと、計算問題を解いておくことはよい→

学修 習のやり方です。 ＇ 

の内容と餌
事後 大多数の学生は、毎週2時間程度の復習が必要です（全30時間）。ノートを院んで論理の進行を追えるか確かめてください。練習問題（計算問題、証明問是

間の目安
学修 ）を解くことは、理解の定着のためには必須の事項です。

パワーアップ確率統計（辻谷将明、和田武夫著）共立出版

教科書

参考書は指定しない。

参考書

成評価方法 割合
目標 目標 目櫂 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標

1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 
績
評レポート，演習 30% 。

゜゚ ゜価 試験 70% 

゜゚ ゜゚の

方

法
．及

び

評

価

劉

合

注意事項
理解度には個人差があるので，分からない部分は質問するなどして，自分の責任で解決してください。

備考
連絡先は統括をしている福田のものになっています。

担当する教且の連絡先が分かる場合はそちらに連絡してください。

リンク
URL I 



ナンバリング 授集科目名（科目の英文名） 区分・ 【新主題 ］／（分野） 授業形式

線形システム譲(linearSystem Theory) （ 

R612C015 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・限 担当教員

氏名加藤秀行

必修／選択 2 2 ・ 3年
理工学部理工

前期
学科

E-mai I h-katotlo i ta-u ac j p 内線 7799 

授 自然システムや工学システムは敷密に言えば非線形システムであるが、その多くは線形システムとみなせる。その挙動は微分方程式により記述される。本講義では、微分方

業 程式による線形システムの挙動の表現法を餃明し、微分方程式の基本的解法やラプラス変換を用いた解法を学ぶ；また、線形システムの入出力関係を簡Mに表現したり、挙

の 動の特性を把担するのに便利なフーリエ級数展開やフーリエ変換などのフーリエ解析についても触れる。

概
憂

頃体的な到違目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1各種線形微分方程式が解ける。 00  

目標2 線形システムの過渡現象を初等的解法により解析できる。 00  

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授業の内容

1線形システムと非線形システム

2微分方程式の例と緒概念，変数分離形

3 I階常微分方程式

4 完全微分方程式

5 同次線形微分方程式

6 非同次線形微分方程式

7 初等的解法（過渡現象の解析）

8 ラプラス変換法（ラプラス変換の定義、部分分数展開）

9 ラプラス変換法（ラプラス変換の基本則、初期値の定理、最終値の定理）

10ラプラス変換法（単位ステップ関数、デルタ関数，推移定理）

llラプラス変換法（過渡現象の解析）

12ラプラス変換法（インデシアル応答とステップ応答）

13フーリエ解析（I) フーリエ級数

14フーリエ解祈 (2) フーリエ変換

15まとめ

ラア A：知謙の定着・確認 0小テストは採点後解答とともに返却するので、必ず理解しておくこと。
工そ

受講生の習熟度を向上させるため、講義毎に「講義に関する質

1クB：意見の表現 ・交換 夫の 問」を提出してもらう。

ーア C• 応用志向 他
ンイ の
グブ D知謙の活用・創造

時間外学修
準傭 高校数学および大学1年生までに習う基礎的酎算、特に微分•積分や行列に関する復習 (Sh) 。 教科書、 講義資料を読む (Sh) 。

学修
の内容と時

事悛 講義の内容（板書）を復習 (!Sh)。小テス トの復習 (14h)。
間の目安

学修

なっとくする微分方程式（小寺平治著、講餃社）

教科書

線形システム論（山下幸彦著、朝倉書店）

参考書 講義中に適宜資料を配布する。

成 評価方法 割合
目標 目標 目櫂 目標 目憬 目標 目襴 目標 目樗 目標

績
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 小テス ト 20% 

゜゚価 期末試験 801' 

゜゚の

方
法

及

び
評

価

叡
小テスト (20%) 、期末試験 (80%)で評価する．

合

注意事項
授業を欠席した場合には必ずノートをみせてもらい、演習問題を解いておくこと。

傭考

リンク
URL I 



ナンバリング 授集科目名（科目の英文名．） 区分・【新主題】 ／（分野） 授業形式
基礎理工学PBL (Project-Based Learning in Fundamental Science and Technology) 

R613C016 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曙 ・限 担当教日

氏名 岩本光生（取り纏め） ，福田亮治 （数理科学 ），高見利也（知能情報），長屋行之，小西美積子

理工学部理工
（物理学），槌田雄二 （電気電子 ），本田拓朗 （機械工学），後薦雄治（知能機械），衣本太郎（生自

必修 2 2年
学科

後期 物質化学 ），北西滋（地域環境），島津勝（連築学）

E-mai I iwa@oita-u.ac.jp (岩本） 内線 7806（岩本）

授 PBLとは， Project-BasedLearningの略であり，与えられた課題に対し，自らが考え，課題解決を行う学仕形態である。本講義は，これまで修得した理工学の基礎的な知諜

集や考え方，各分野の専門的導入科目や専門教育で学住した知識や技術をもとに，理工学分野の融合的礎を築くのが目的である。 本講義では，前半にイノベーショ ン創造のた

の めのグループワークの手法を学ぶ。後半ではそれを用いて導攻分野の課題に関しグループ出位で検討し，課題解決のための提案を行う。

概

蔓

具体的な到達目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1イノベーションのための手法を理解し，使うことができる．

゜゚
0 0  

目標2 他者と協働して科学的な内容をふまえ．意思疎通をすることができる。

゜゚目標3 グループワークで他者と協調してチームの一只として活動することができる。

゜゚目標4 目標4 グループワークの成果を適切に文章やプレゼンテーションにより発信することができる。

゜目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授集の内容

l （前半）授業ガイダンス ・前半の課題悦明

2 （前半）イノベーション対話ツール 1 (KJ法，親和図の作成，キャッチコピー）

3 （前半）イノベーション対話ツール2 （バリューグラフ，強制連想法， 2 X 2) 

4 （前半）前半中間発表資料作成，発表練習

5 （前半）中間発表，質疑応答

6 （前半）イノベーション対話ツール3 (SWOT分析，クロス分析， PEST分析，四面会議システム）

7 （前半）最終発表資料作成，発表練習

8 （前半）最終発表，質疑応答

9 （後半） PBLの概要．諜題についての説明

10 （後半）課題の抽出と検討

11 （後半）鰈題検討結果の整理と課題触決 (1回目）

12 （後半）課題検討結果の整理と課題解決 (2回目）

13 （後半）諜題検討結果の整理と課題解決 (3回目）

14 （後半）プレゼンテーション資料の作成，発表練習

15 （後半）プレゼンテーションと総評

ラア A：知鯰の定着 ・確認 課題解決に必要なグループワークの手法を学び，それを基にしてグルー
工そ

1クB．意見の表現・交換 。プワークにより課題の整理，討論，まとめ，発表を行う。 夫の
-T  c：応用志向

他
ンイ の
グブ D：知紐の活用 ・創造

゜時間外学修
準備 プレゼンテーション資料は，作成する時間が限られるため，時間外学習により完成させておくこと。 (25h) 

学修
の内容と時

事後 総評を参考にレポートを作成のこと (5h)
間の目安

学修

適時資料を配付する。

教科書

適時資料を配付する。

参考書

成 評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目樗 目標

績
l 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 プレゼンテーション資料 50" 

゜゚ ゜゚価 プレゼンテーション内容 50% 

゜゚ ゜゚の
方

法
及

び

評
価

割
プレゼンテーション資料及びプレゼンテーション内容により給合的に評価する。

合

注意事項
ダイダンスで悦明する。

備考
なし

リンク
URL I 



担当教只C

実務経験(T,

゜右無

教只江の•実ぢ 岩本光生 ・昭和62年4月～平成2年 l2月： （株）日立製作所家電事業部で冷蔵庫などの家電製品の設計 ・1111発業務に従事

実務経験を

い守か内し容た竜 大学だけでなく企業の視点から，グループ単位で課題について考え，発表することの重要性と，大学で身につけるべき素養についての助言を行う。



ナンバリング 授業科目名（科目の英文名） 区分・ 【新主題 】／（分野） 授業形式

応用理工学PBL(Project-Based Learning in Applied Science and Technology) 

R613C017 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・限 担当教員

氏名 岩本光生（取り纏め） ，福田亮治（数理科学 ）， 高見利也（知能情報） ，長屋咎之・小西美積子

理工学部理工
（物理学）．片山健夫（電気電子 ）．中江貴志（機械国学）．後藤雄治（知熊機械 ）． 衣本太郎（生奇

必修 2 3年
学科

後期 物質化学 ）， 永野昌博（地域環境），島津勝（連築学）

E-mai I iwa恥 ita-u.ac.jp(岩本） 内線 7806（岩本）

授 応用理工学PBLは，基礎理工学PBLで修得したグループワーク手法や，専攻分野に関するPBL(Project-Based Learning)形式の演習による実践的知諏をもとに，専攻以外の分

業 野のPBLを複数回学任することによ り，理工学への応用的展開への道筋を確かなものとするための主体性を涵養する。

の

概
蔓

具体的な到達目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1 専門知識 ・技能と分野を俯廠する視点を有し，これらを横断的・総合的に活用することができる。

゜目標2 他者と協調してチームの一且として活動し，その成果を適切に文章やプレゼンテーションにより発償することができる。

゜目標3 謀題に対し，総合的な視点から他者と協働して課題解決に取り組み，解決方法を提案できる。

゜゚目標4 課題の解決のため主体的に取り組むことが出来る。

゜目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授集の内容

1授業ガイダンス，研究者倫理とは

2 第 1回PBL ガイダンス， PBLlft要，課題設定

3 第1回PBL 課題の抽出と検肘

4 第1回PBL 課題検討結果の整理と課題解決 (1回目）

5 第1回PBL 課題検討結果の整理と課題解決 (2回目）

6 第1回PBL 課題検討結果の整理と課題解決 (3回目）

7 第1回PBL プレゼンテーション資料作成

8 第1回PBL プレゼンテーションと総評

9 第2回PBL ガイダンス， PB頃氏要，諜題設定

10第2回PBL課題の抽出と検討

11第2回PBL課題検討結果の整理と課題解決 (1回目）

12第2回PBL課題検討結果の整理と課題解決 (2回目）

13第2回PBL課題検討結果の整理と課題解決 (3回目）

14第2回PBLプレゼンテーション資料作成

15第2回PBLプレゼンテーションと総評

ラア A．知紐の定着 ・確認 グループワークにより課題の整理，討論，まとめ，発表を行う。
工そ

外部企業などから，課題提供を頂き，これまで得た知識を基に

lク B：意見の表現・交換

゜
夫の 課題解決を図ることにより，大学での学びの直要性を自覚する

_ T 
c：応用志向

゜
他 ようにしている。

ンイ の
グブ D．知謙の活用・創造

゜時間外学修
準傭 プレゼンテーション資料は，作成する時閣が限られるため，時間外学習により完成させておくこと。 (25h) 

学修
の内容と時

事後 総評を参考にレポートを作成のこと (Sh)
間の目安

学修

適時資料を配付する。

教科書

適時資料を配付する。

参考書

成評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標

績
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 プレゼンテーション資料 501' 

゜゚ ゜゚価 プレゼンテーション内容 50% 

゜
。
゜゚の

方

法

及

び
評

価

割
プレゼンテーション資料及びプレゼンテーション内容により総合的に評価する。

合

注意事項
ガイダンスで税明する

備考
なし

リンク
URL I 



担当教只(T;

実務経験(T,,

゜右無

教只江の幽実召 岩本光生：昭和 62年 4月～平成2年 12月： （株）日立製作所家霞事業部で冷蔵庫などの家霞製品の殷計 ・開発業務に従事

実務経験を
大学だけでなく企業の視点から，グループ単位で謀題について考え，発表することの重要性と，大学で身につけるべき素養についての助言を行う。

いか守内した容秒



ナンバリング 授菓科目名（科目の英文名） 区分 ・【 新主題 】／（分野） 授業形式

技術者倫理(EngineeringEthics} 

R613C018 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曙・限 担当教員

必修（数理科 理工学部数
氏名 吉川周二．紙名哲生．岩下拓哉．市来龍大．山本隆栄．大津健史、井上高教

学． 知能情連報携 2 3 
理科学，知能

前期
，物理学 情毅システム

．電気電 ，物理学連 E-mai I tyama@o i ta-u. ac. j p (山本） 内繰 7777（山本 ）

授理工学部理工学科は，理工系分野の技術者，研究者，教育者として高い責任啄と倫理観を備え，自らの良心と良諏に従って行動することのできる人材の育成を目指している

集。さらに理工的な知識に基づき，人類の福祉や地域社会に只献できる人材も求められている。この授業では将来の科学技術を担う者として，技術が社会や自然に及ぼす影響

の や効果，及び技術者が社会に対して負っている責任について学び，自ら考え，技術者，研究者，教育者としての行動規範と責任への理解を深め，倫理的に自律性の高い人材

概 の百成を目指す。

憂

具体的な到遠目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1理工学の倫理的な問題を，自ら考察し，分析する能力を持っている

゜゜目標2利害が反する考え方・視点が存在することを理解し，餞論を通して意見の不一致を認めることができる 00  
目標3 理工学的倫理螺を備え，謀題に対し倫理的責任感を持ちながら取組み，解決することができる 00  
目標4 理工学倫理的問題に対して自分の意見 ・主張を適切な判断基準と共に，口頭や文章で表現 ・発表できる 00  

゜目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授集の内容

1技術者倫理とは何か

2 技術者と責任

3 技術者と倫理

4 技術者の行動規範 1

5 技術者の行勤規範2

6 技術者の行動規範3

7 技術者と法律

8 技術者の責任

9 企業倫理と技術者倫理

10技術者にとって安全とは何か

11技術とリスク

12意志決定の事例

13国際社会における技術者倫理1

14国際社会における技術者倫理2

15倫理的意志決定

ラア
A：知紐の定着・確認 〇提案された倫理的課題についてレポー トを作成することにより理解を沿

工そ
lクB．意見の表現・交換 る。 夫の
- T c：応用志向

゜
他

ンイ の
グブ 〇：知謙の活用・創造

゜時間外学修
準傭 テキストを読んでおくこと。 (3 0分）

学修
の内容と時

事後 レポートの作成 (90分）
間の目安

学修

必要に応じ資料を配付する。

教科書

「技術者倫理」札野順編， （財）放送大学教育振興会，2004年， （放送大学教材）

参考書

成 評低方法 割合
目標 目標 目掃 目標 目標 目標 目標 目標 目樗 目標
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

績
レポートおよびlloodleの理解度確認クイズ

゜゚ ゜゚
評 100% 

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

注意事項
なし

備考

リンク
URL I 



ナンバリング 授業科目名（科目の英文名） 区分・［新主題】 ／（ 分野 ） 授集形式

熱力学基礎・濱習(EngineeringThermodynamics (Fundamenta I and Exe re i se)) 

R643C019 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・限 担当教員

氏名田上公俊

必修／選択 3 2年
理工学部理工

前期
学科

E-mai I tanouelloi ta-u.ac.jp 内線 7780 

授 熱力学は物質の状態変化とエネルギ変化との関係を取り扱う学問であり ，熱を力学的エネルギあるいは仕事に変換する熱過程の研究及びこの変換に最も有利な条件を決定す

集 ることです。 「熱力学基礎 ・演習」では，熟力学の第0法則から第3法則までの四つの基本的法則，理想気体の状態式と状態変化について学ぶことを主目的とします。

の 熱力学は機械工学を学ぶ際のlli:要な専門基礎科目の一つです。現代の勤力工学は熱を機械的仕事に変換することを基礎とし，熟力学はそれらの設計の理論的基礎となります

概 ・
裏 また， 2年後期開講の 「熱工学l」,3年次開講の 「熱工学2」を受講するには「熱力学基礎・演習Jの履修が必要条件です。

員体的な到違目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1熱力学の第1法則，第 2法則および二つの法則から導き出された状態量としてのエンタルビ，エン トロビの概念を理解する。

゜目標2 二つの法則を理想気体の状態変化に適用し，閉じた系および定常流系での熱量や機捩的仕事の解析方法を1庄得する。

゜目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授業の内容

1熱力学の基礎

2熱力学の基礎

3熱力学の第 1法則

4 熱力学の第 1法則

5熱力学の第 1法則

6熱力学の第 1法則

7理想気体

8理想気体

9 理想気体

10理想気体

11理想気体

12熱力学の第2法則

13熱力学の第2法則

14熱力学の第2法則

15熱力学の第2法則

ラア
A：知鰈の定着・確認 Oレポー ト課題による知識の定着 ・確認

工そ
1ク B．意見の表現・交換 夫の
--T - c：応用志向

他
ンイ の
グブ 〇：知謙の活用・創造

時間外学修
準傭 テキス トを事前に読んでおく (!Oh)

学修
の内容と時

事後 教材を用いて復習する (15h)，レポー トの作成 (15h)
間の目安

学修

日本拐椒£学会編，熱力学

教科書

伊藤猛宏．山下宏孝，工業熟力学（1), コロナ社

参考書 藤井哲，応用熱力学入門，裳華房

成 評価方法 割合
目標 目樗 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目樗 目標
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

績

評 平常点 30" 

゜゚価 期末試験 70~ 

゜゚の

方

法

及

び

評

価

劉
再試では試験 100％で評価する。 西試における評価は最大でも Cとする

合

講義は開講回数の70％以上，演習は1l11講回数の80％以上の出席をしていなければ，再履修となります。遅刻は原則として取りませんので，時間厳守して下さい。電
注意事項 卓を常に持移して下さい。 レポートは計算過程を丁寧に書き，期限内に必ず提出すること。提出期限を過ぎたレポートは原則として受付けません。レポー ト

傭考
本科目は，機械コースのJABEE 学習 ・教育到達目標のうち， A-2に対応する．

関連科目 熱工学 I.熟工学II,伝熟学 I,伝熱学11

リンク
URL I 



ナンバリング 授業科目名（科目の英文名） 区分・ ［新主題 】／（ 分野） 授集形式

流体力学基礎(Fundamentalsof Fluid Dynamics) 

R643C020 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜 ・限 担当教員

氏名濱川洋充

必修／選択 2 2年
理工学部理工

前期
学科

E-mai I hamakawallo i ta-u. ac.j p 内線 7778 

授私達の周りでは、自動車、航空機、船舶などの乗り物、風カ ・水カ ・火力などの発電システム、機器の冷却システム、水や燃料の流体輸送システムなど、様々な流体を利用

集した機械が使用されている。流体とは、気体や液体などを総称する物質のことである。本授業では、流体の基本的性質や流体の諸現象、エネルギー輸送の役割などを力学的

の に理解するとともに、簡単な流体システムの設計が行える基礎的な解析能力を養う。

概

夏

具体的な到違目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1流体の基本的性質とレイノルズ数および相似則の概念を理解する。

゜目標2流体運動をともなう詫現象を力学的に理解する、

゜目標3静止流体の力学を理解し、静止流体中の圧力の計算ができる。

゜目標4 質量保存側、エネルギー式、ペルヌーイの式を理解し、簡単な流体システムの詫物理量を計算できる。

゜目標5運動量方程式と角運動量方程式を理解し、流体運動により物体に作用する力を計算できる。

゜目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授業の内容

1流体の性質 (1) 流体の基本的性質、密度、比直、粘性

2 流体の性質 (2) 圧縮性、音速、表面張力、キャピテーション

3静止流体の力学 (1) 圧力、バスカルの原理、静止流体中の圧力

4 静止流体の力学 (2) マノメータ、壁面に作用する静止流体力

5静止流体の力学 (3) 浮揚体の安定性、等加速度運動、回転容器内の運動

6 流れの基礎流れの分類、流線と流管、渦運勲

7連続の式質量保存則と連続の式

8 ベルヌーイの定理とその応用 (1) エネルギー保存則

9 ペルヌーイの定理とその応用 (2) ペルヌーイの式、タンクからの液体の噴出

10ペルヌーイの定理とその応用 (3) 流速の測定、絞り流量計

11ペルヌーイの定理とその応用 (4) 水車、ファン

12運動量の法則 (1) 運勤量方程式、曲がり管に作用するカ

13運動量の法則 (2) 平板に衝突する噴流によるカ

14運動量の法則 (3) 湾曲板に沿う噴流、ペルトン水直

15運動量の法則 (4) 風車、遠心ポンプ

ラア
A・知諜の定着 ・確認 〇毎回、講義を聞いて理解していなければ解けないような演習問題に取り

工そ
読めば分かるような簡単なテキストを使用している。講義はテ

lク B．意見の表現・交換 。組んでもらう。講義の途中で隣の学生との教え合いの時間を設ける。 夫の キストに沿った内容とし、いつでも復習ができるように、どこ

-- T -
C• 応用志向 他 を学んでいるかが分かるように工夫している。

ンイ の
グブ D：知靡の活用 ・創造

時間外学修
準傭 テキストを参考にして予習を行う (15h)。

学修
の内容と時

事後 テキストを用いて授業の復習を行う (30h)。試験の不合格者はテキストの例題および演習問題を復習し、レポートとして提出する (15h)。試験の結果次第て
間の目安

学修 、これを繰り返す (15h)。

流れ学 山田英巳、濱川洋充、田坂裕司著森北出版

教科書

JS証テキストシリーズ流体力学 日本機械学会丸善

参考書 わかりたい人の流体工学(I)(II) 深 野 徹 著 裳華房

成 評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目憬 目標 目標 目標 目標 目標

籟
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 期末試験 100" 

゜゚ ゜゚ ゜価

の

方

法

及

び

評

価

劉
期末試験100％で評価し、 60点以上を合格とする。不合格者は、講義中の全ての例題、演習問題、追加課題をレポー トして期日までに提出すれば、耳試験を受けることがで

合
きる。再試験1れ試験100％で評価し60点以上を合格とする。再試験における評価は最大でも Cとする。期末試験および再試験は技術士1次レペルとする。

注意事項
電卓持参のこと。欠席すると講義の流れが中断し理解できなくなる恐れがあるため、欠席しないようにすること。

傭考
本科目は、機械コースのJABEE 学習 ・到達目標のうち、 A-2に対応する。

リンク
URL I 



ナンバリング 授集科目名（科目の英文名） 区分 ・【 新主題 】／（分野） 授業形式

非線形システム譲(Noniinear System Theory) 

R643C021 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曙 ・限 担当教員

氏名加藤秀行

選択 2 3年
理工学部理工

後期
学科

E-mai I h-katoOo i ta-u.ac.j p 内線 7799 

授 非線形システムは現象が面白い。しかし、ほとんどの場合はシステムの解析解を得ることができず、それ故に数佃酎算手法を用いて振る舞いを調べ、安定性について議論す

業 る必要がある。本講義では、いくつかのモデルを例示することで数学モデルの作り方を学び、計算機シミュレーションによりモデルの振る算いを観測することで、非線形シ

の ステムに関する理解を深める。

概

蔓

具体的な到違目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1常微分方程式もしくは差分方程式で与えられた非線形システムの振る舞いを数値計算によりシミュレーションできるようになる。 00  
目標2観測される現象について脱明できるようになる。 00  
目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

謄業の内容

1線形システムと非線形システム

2数学モデルの作り方と解析解 (1) ［人口問題： Mal thusの考え方を例に］

3数学モデルの作り方と解析解 (2) ［人口問題： Verhulstの考え方を例に］

4計算機を用いた数値計算 (1) [Euler法］

5計算機を用いた数値計算 (2) [Runge-Kut ta法］

6 2次元非線形微分方程式 (1) [Lotka-Vol terra方程式を例に］

7 2次元非線形微分方程式 (2) ［計算機を用いたLotka-Yolterra方程式の数値計算］

8カオス (1) ［カオスとは］

9カオス (2) [Logistic写像］

10カオス (3) ［リターンマップと1パラメータ分岐図］

11カオス (4) ［固定点の安定性と周期倍分岐］

12カオス (5) ［計算横を用いたLogistic写像の数値計算］

13 Poincare写像 (1) [Poincare写像とは］

14 Poincare写像 (2) [Poincare写像の導出'1次元区分線形を例に］

15 Poincare写像 (3) ［写像の安定性〕

ラア
A：知鰈の定着・確認 〇理論を数値計算を用いて確認することで、理解度の深化を促す。

工そ
受講生の習熟度を向上させるため、講義毎に「講義に関する質

lク B意見の表現 ・交換 夫の 問」を提出してもらう。

- T c：応用志向
他

ンイ の
グブ D：知紐の活用 ・創造

時間外学修
準傭 高校数学および大学2年生までに習う基礎的計算、特に微分積分や秤列に関する復習 (7h)。教科書、謂義資料を読む (8h)。

学修
の内容と時

事後 講義の内容を復習 (5h)。プログラミング演習 (25h).
間の目安

学修

講義資料を配布する。

教科書

Model! ing冑ith Differential Equations : Burghes他： EIIi s Horwood Ltd 

参考書 Excelで試す非線形力学：平山.コロナ社

成 評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目櫂 目標 目標

1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 
績

評 演習課題 50% 

゜゚価 期末試験 50" 

゜゚の

方

法

及

び

評

価

劉
演習課題 (50%)、期末試験 (50%)で評価する。なお、演習課題が1つでも未提出の堤合には、評価の対象とならない。

合

注意事項
詳細な税明を、第1回目の講義で税明します。

傭考

リンク
URL I 



ナンバリング 授集科目名（科目の英文名） 区分・ 【新主題 】／（分野） 授集形式

磁集指導(CareerEducation) 

R695C022 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜 ・限 担当教員

氏名岳野 公人 （非 ）

還択 2 3年
理工学部理工

前期
学科

E-mai I kimil!edu shiga-u.ac.jp 内線

授 本授業では、主として、諜業指導（キャリア ・ガイダンス）の意義と歴史、載業指導（キャリア・ガイダンス）を支える理綸（アプローチ）と方法について理解するとともに、生

集 き方の教育としての糊業指導（キャリア・ガイダンス）に関する実践力を夕につける。

の

概

蔓

澳体的な到遠目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1顆業指導（キャリア ・ガイダンス）の意義を理解する。

゜目標2 生き方の教育としての殿業指導（キャリア ・ガイダンス）に1l1lする実践力を身につける。 00  

゜目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授業の内容

1ガイダンス

2 現代のキャリアにかかわる問題

3 載業指導の歴史的展開

4 学校教育における職業指導 ・進路指導の意義と役割

5 進路指導の実際

6 心理検査利用について

7進路情報の収集

8 情報ツールについて

9 進路相餃ケースワーク

10研究論文を利用した進路指導演習

II視聴覚教材を利用した進路指導演習

12ワークシートを利用した進路指導演習

13グループディスカッションを利用した進路指導演習

14プレゼンテーションを利用した進路指導演習

15これからの進路指導とキャリア教百

ラア
A．知諏の定着 ・確認 〇最終レポート

工そ
lク B：意見の表現・交換 グ゚ループ ・ペアの共同作業． 夫の
_ 7 

c：応用志向 教゚材開発 他
ンイ 映像作成 の
グブ D・知諏の活用・創造

゜時間外学修
準傭 配付資料や参考文献等の情報を必要に応じて予習する (15h)

学修
の内容と時

事後 授業で学習したことを活かし、課題の完成度を高める。教材開発(!Oh)，映像製作(5h)
間の目安

学修

必要なプリントを配布する。

教科書

特に指定しない

参考書

成 評価方法 割合
目標 目標 目標 目襴 目標 目標 目標 目標 目標 目標

績
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 小諜題 201' 

゜価 定期試験 50% 

゜の 謂躾・演習参加への姿勢・態度 30% 

゜方

法

及

び
評

価

害l
合

注意事項

備考

リンク
URL I 



ナンバリング 授業科目名（科目の英文名） 区分・【新主題】 ／（ 分野） 授業形式
科学英語表現法(AdvancedEn,t i sh for Encineering and Science Study) 

R643C023 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曙 ・限 担当教員

氏名園井千音、佐々木朱美、大谷英理果

選択 2 3年
理工学部理工

後期
学科

E-mai I ch inel!oi ta-u.ac.j p（園井）． akemi saOo i ta-u. ac j p（佐々 木） ．o-eri ka@oi ta-u.ac.j p（大谷）

授 理工学部の高学年次にふさわしい知的言語運用力、この習得に必要な専門的知謙、科学と社会的文化的関連について英話で学ぷ。また科学や社会、文化の給合的内容を英語

集 で院みまた、 それについて論理的に思考することができる。英話の文法的知識、栢彙、発音などについて知識を得、 それらを運用し自分の意思を正確に伝達することができ

の る。英語による広く深い知識を習褐することを目的とする。

概

賽

具体的な到違目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1科学、また科学と社会的文化的背景について英託で読むことができる。 00  

゜゚目標2英話により自分の考えを話すことができ る。 00  00  

゜目標3英語によ り論理的にエッセイ作成をすることができる。 00  

゜゚目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授業の内容

1イントロダクション

2 英文エッセイ読解 (1)

3英文エッセイ読解 (2)

4 英文エッセイに関する英栢による意見表現 (1)

5 英文エッセイに関する英栢による意見表現 (2)

6 英文エッセイ読解 (3)

7 英文エッセイ読解 (4)

8 英文エッセイに関する英栢による意見表現(3)

9 英文エッセイに関する英栢による意見表現(4)

10英文エッセイ読解 (5)

11英文エッセイ読解(6)

12英文エッセイに関する英託による意見表現(5)

13英文エッセイに関する英栢による意見表現 (6)

14復習とまとめ (1)話彙 ・文法総合的復習

15復習とまとめ（2)英作文もしくは意見発表

ラア A．知謙の定着・確認 0英栢の辞書活用に慣れること。英栢表現の特徴について日本話表現との
工そ

図書館における資料検索などの実施 自由な作文課題を選ぶ

1ク8：意見の表現・交換 。違いについて常に認識すること。各講義において、ペアワーク、ディス 夫の
ニ テ

c：応用志向
カ゚ッションなどを通して、より英栢栢彙力の多い英罷読解と論文作成を 他

ンイ 実践する。 の
グブ D：知諜の活用・割造

゜時間外学修
準傭 各主題のテキス トや参考資料について必要に応じて予習する (15h・学期合計） 各主題の英匝エッセイや作文内容についてより詳しい情報を必要に応じて収負

学修 する (15h：学期合計）
の内容と時

事後 各主題のテキストや参考資料について話彙、英匝内容について復習 (15h• 学期合計）各主題の英栢作文や英栢貌解についての課題を完成させる (!Sh ：学期合
間の目安

学修 計）

謂義で指示する。

教科書 ヽ

講義で指示する。

参考書

成評価方法 割合
目標 目標 目標 目樗 目標 目標 目標 目標 目標 目標

績
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 英栢による作文小課題 30~ 

゜゚ ゜価 英栢によるディスカッション 10% 

゜゚ ゜の 総まとめ筆記試験 60% 

゜゚ ゜方
法

及

び
評
価

割

合

注意事項
なし。

備考
なし．

リンク
URL I 



ナンバリング 授業科目名（科目の英文名） 区分・【新主題】 ／（分野） 授業形式
起業家養成講座(Entrepreneurshiipp T Training) 

R695C024 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・限 担当教員

氏名氏家謀司・江藤真由美

選択 2 1年
理工学部理工

前期
学科

E-mai I seuj i ieOoita-u ac jp 内線 7903 

授 次代の担い手となる若手起業家の輩出に向けた人材守成に資する講義を行う ．企業研究を行い，企業経営や戦略について理解し，実際に事業計画を立て，理解を深める．

業

の

概
蔓

具体的な到違目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1起業に必要となる企業経営に関する基礎知識や考え方について体系的に理解し，習得する。 00  
目標2 実際の起業の例について，学び，検討するとともに，その概要を理解し，身につける． 00  

゜目標3 起業を想定した事業計画をグループで実際に作成し，税明できるようになる． 00  00  0 0  
目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授業の内容

1創業の基礎知識に関するIll義

2 県内起業家 ・経営支援者等を招いた講話等

3 県内起業家 ・経営支援者等を招いた瞑話等

4 企業研究（講義，討論等）

5 企業研究（講義，討綸等）

6 企業研究（講義，討論等）

7 企業研究（講義，討論等）

8 企業研究（講義，討論等）

9 事業計画作成の基礎を学ぶ構義

10事業計画の検討に係るワーク

11事業計画の検討に係るワーク

12事業計画の検討に係るワーク 事業計画の概要発表

13事業計画の概要発表

14事業計画の概要発表

15産学連携の重要性

ラア A：知鰈の定着 ・確認 〇意見交換，事業計画の立案演習，プレゼンテーションと意見交換
工そ

授業は外部講師（専門家等）との連携で行う．

1ク8．意見の表現・交換

゜
夫の

ーア c：応用志向 他
ンイ の
グブ 〇．知様の活用・創造

゜時間外学修
準備 事業計画書立案のための情報収集および事業計画書作成を行う ．（!Sh)

学修
の内容と時

事後 授業の内容を復習し，事業計画書作成に役立てる．（15h)
間の目安

学修

資料を配布する．

教科書

参考書を指定しない

参考書

成 評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

績

゜゚
評 浪習 10'.lli 

価事業計画書作成 40lli 

゜゚の プレゼンテーション 50% 

゜方
法

及

び

評
価

劉

合

講義は集中的に行う．
注意事項 開講日は6月～8月の中で3~4日間（できるだけ連続になるよ うに日程を組む）となる予定．

傭考
本講義の受講生が，ピジネスプランに関するコンテストで，賞を獲得している．

リンク
URL I 



教只以外て

指導に関わ

゜る実務経骸
者の有無

教只以外(T,,

指導に関わ
企業経営指導を行っている中小企業診断士の方に事業計画書作成指導などを分担してもらう ．

る実務経験
者

実務経験を

いか守内し容た彬財務会計，経営，事業計画など企業運営についての指導経験をもとに事業計画書の作成指導を行う



ナンバリング 授業科目名（科目の英文名） 区分・ 【新主題 】／（分野） 授業形式

インターンシップA(I nte rnsh i p A) 

R643C025 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曙 ・限 担当教只

氏名岩本光生

選択 1 2年
理工学部理工

前期
学科

E-mai I iwaOo i ta-u.ac.j p 内線 7806 

授 実際の業務を体験することにより講義や演習 ・実験等、大学で学修している内容の社会的意義や社会との関わりについて理解を深め、卒業研究に対する自覚と将来への展望

集を認殿する。また、職業人となるためのキャリア形成や自己分析のために、今後の学妊の方向性への示唆や職業選択を行う場合に必要な自分の適性や粒種についての理解を

の 深める。

概
裏

具体的な到違目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1企業や行政の実際の業務を体験し、将来職業人として活躍するための方法綸や織業選択を行うための経験を育む。 00  00  00  
目標2

目標3

目標4

目標5

目憬6

目標7

目標8

目標9

目標10

授業の内容

1企業、官公庁等の実際の輯場において夏季休業中に2週間以上の実習を行い、

2 ・実際の業務の流れはどのようになっているか

3 .粒場では学卒者としてどのような役割を求められているか

4 ・現場ではどのような知諜、スキルが求められているか

5等を実際の体験を通じて学ぶ。

6 なお、企業等へ旅遺される前には事前研修会に出席するとともに、終了後は報告会において実習で得られたことを報告する。

7 

8 ， 
10 

11 

12 

13 

14 

15 

ラア A知1饂の定着・確認 〇実際の繊場による研修により、自ら考え行勤する力を育む。
工そ

・事前研佐会の実施

lク B：意見の表現・交換

゜
夫の ・事後報告会の実施

ー ア c：応用志向

゜
他 ・研怯報告書の作成

ンイ の
グブ 〇：知諜の活用・創造

゜時間外学惰
準備 事前研究会を基にした、事前準備 (7.5時間）

学修
の内容と時

事後 研修報告書の作成と、事後報告会での発表とそのための準備 (7 5時間）
間の目安

学修

必要に応じてプリ ン トを配布する。

教科書

必要に応じてプリントを配布する。

参考書

成 評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標

籟
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 実習先による評価 1001' 

゜価

の

方

法

及

び
評

価

割

合

注意事項
・学生保険に必ず加入のこと

• 安全に注意すること

備考

リンク
URL I 



担当教只の

実務有経無験の

゜教只江の•実粒 岩本光生 ：昭和62年 4月～平成2年 12月 ：（株）日立製作所家鼈事業部で冷蔵庫などの伝熱学の知謙を基礎とした応用製品の開発を担当

教只以外で

指導に関わ

゜る実務経験

者の有無

教只以外の

指導に関わ実習先の企業 ・行政の牒場の担当者 ：実習を通して実務を体験する。

る実務経験
者

実務経験を

い守か内し不た教実際の企業での糀務経験をもとに，学生のインターンシップでの注意点などの指導を行う。



ナンパリング 授集科目名（科目の英文名） 区分・ 【新主題】 ／（ 分野） 授集形式

インターンシップB(Internship8) 

R643C026 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曙 ・限 担当教員

氏名岩本光生

選択 2 3年
理工学部理工

前期
学科

E-mai I iwa@oita-u.ac jp 内繰 7806 

授 実際の業務を体験することにより講義や演習 ・実験等、大学で学修している内容の社会的意義や社会との関わりについて理解を深め、卒業研究に対する自覚と将来への展望

集 を認織する。また、職業人となるためのキャリア形成や自己分析のために、今後の学住の方向性への示唆や職業選択を行う場合に必要な自分の適性や諏種についての理解を

の 深める。

概

憂

具体的な到違目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1企業や行政の実際の業務を体験し、将来謙業人として活躍するための方法論や職業選択を行うための経験を訂む。 00  00  00  
目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授業の内容

l企業、官公庁等の実際の横場において夏季休業中に4週間以上の実習を行い、

2 ・実際の業務の流れはどのようになっているか

3 ・職場では学卒者としてどのような役割を求められているか

4 ・現場ではどのような知識、スキルが求められているか

5等を実際の体験を通 じて学ぶ。

6 なお、企業等へ派遺される前には事前研修会に出席するとともに、終了後は報告会において実習で得られたことを報告する。

7 

8 ， 
10 

11 

12 

13 

14 

15 

ラア A．知謀の定着・確認 〇実際の職場による研佐により、自ら考え行動する力を育む。
工そ

・事前研怯会の実施

［ク B•意見の表現・交換

゜
夫の ・事後報告会の実施

ーア
C．応用志向

゜
他 ・研妊報告書の作成

ンイ の
グブ D：知謙の活用・創造

゜時間外学修
準傭 事前研究会を基にした、事前準備 (15時間）

学修
の内容と時

事後 研修報告書の作成と、事後報告会での発表とそのための準偏 (l5時間）
間の目安

学修

必要に応じてプリ ントを配布する。

教科書

必要に応じてプリントを配布する。

参考書

成 評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目櫂 目標

績
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 実習先による評価 JOO" 

゜価

の

方
法

及

び
評

価

割
合

・学生保険に必ず加入のこと
注意事項 • 安全に注意する こ と

傭考

リンク
URL 



担当教只の

実務経験の

゜右鰈

教貝の実召
岩本光生：昭和 62年4月～平成2年 12月： （株）日立製作所家電事業部で冷蔵庫などの伝熟学の知識を基礎とした応用製品の開発を担当

峯幽

教只以外で

指導に関わ

゜る実務経騎

者の有無

教只以外の

指導に関わ実習先の企業 ・行政の繊場の担当者 実習を通して実務を体験する。

る実務経鰍
者

実務経験を

いかした彰実際の企業での朦務経験をもとに，学生のインターンシップでの注意点などの指導を行う。
古内容



ナンバリング 授集科目名（科目の英文名） 区分 ・［ 新主題 】／（分野） 授業形式

工業概誼(Introductionof Mechanical Engineerin1) 

R691C027 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曙・限 担当教員

理工学部理工
氏名岩本光生 ・ 工藤孝人 ・ 菊池武士・大谷俊浩•岡本則子・柴田建•田中圭

選択 2 3年
学科電気工

前期
ネルギーロ・電グ
子工学プ E-mai I iwa@oita-u.ac.jp (岩本） 内線 7806 （岩本）

授 工業科目の中から機械工学，電気電子工学，メカトロニクス，建築学の主要な技術について学修する。技術者として要求されるデザインカ，解析力，知識 ・技能を活かす実

業 践力や課題解決能力を演習や課題レポートを含めた総合的・多角的な教育の展開により伯得することを目指す。

の

概

蔓

具体的な到違目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1工業の基礎的な知識と技術を習得することで，現代社会における工業の意躾や役割を学ぶ。

゜゚
0 0  

目標2環境やエネルギーの問題にも配慮した工学の基礎を学ぶ。

゜
00 0 0  

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授業の内容

1岩本 ：工業技術基滴ー機核紺 ：流体の流れと熟の流れ

2岩本：機械設計・製図の基礎， CAD,機械工作，材料技術

3岩本機械工作法，携械材料

4 工藤 ：工業技術基碍ー電気編 ：雹気 ・磁気 ・光に関する研究と技術発展の歴史

5 工藤：通償媒体としての電磁波に関する基礎的事項

6 工藤電磁波と現代生活との関わり

7 工藤 ：電磁波のコンピュータシミュレーション

8菊池．メカトロニクス基礎（センサ，アクチュエータ，機構，コントローラ）

9 菊池： ロボットの設計（機構図，運動学，静力学）

10菊池：ロポットの解析 （コンピュータを用いたシミュレーション演習）

II菊池：ロポットの解析2 （コンピュータを用いたシミュレーション演習2)

12田中（圭） ：工業技術基礎ー建築編 ：建築構造学の基礎，地震防災

13大谷 ：建築材料学・ 施工学の基礎，維持管理， リサイクル

14岡本： 建築環境工学の基礎

15柴田．建築計画学の基礎，ハウジング

ラア A：知鰈の定着・確認 〇学生の理解を確認するため，謀題を課すことにより理解度を確認して¥,
工そ

lクB：意見の表現 ・交換 る． 夫の
-T  

C• 応用志向

゜
他

ンイ の
グブ D• 知靡の活用・創造

゜時間外学修
準備 事前に配布プリントを読んでおくこと (30分）

学修
の内容と時

事後 課題作成 (60分）
間の目安

学修

使用しない。必要に応じてプリ ン トを配付する。

教科書

「高等学校学習指導要領解説工業編J'文部科学省編

参考書

成評価方法 割合
目標 目標 目標 目櫂 目標 目標 目標 目標 目標 目標

績
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 課題•レポー ト 1001' 

゜゚価

の

方

法

及

び
評

価

劉

合

注意事項

備考

リンク
URL I 



担当教只の

実務経験のO
右無

教只江の幽実務岩本光生 昭和62年 4月～平成2年 12月 ：（株）f3立製作所家霞専業部で製品開発を担当

実務経験を

い守か内し容た懃大学だけでなく企業の視点から，この謂義の重要性と，大学で打につけるべき素養についての助言を行う ．



ナンバリング 授集科目名（科目の英文名） 区分・ 【新主題】 ／（分野） 授集形式
物理数学 1(Physical mathematics 1) 

R612S028 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曙 ・限 担当教員

氏名菊池武士

必修 2 1年
理工学部理工

前期
学科

E-mai I t-k i kuch i 内線 7771 

授本講義では，古典力学の基礎となるニュート ンの運動方程式 ・カ学的エネルギー ・運勲量，およびこれらを 3次元空間の関数として表現するためのベクトル表現について角
業 鋭し，各回の演習によって理解を促す．機械工学分野の各種力学問題はこれらの概念に基づいて構築されており，次年度以降の力学関連講義を理解する上で必須の内容とな

の る．

概

憂

具体的な到達目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1ニュートンの運動方程式の意味を理解し，具体的問題に応用できる． 00  

゜目標2エネルギー， 運動量の保存則の意味を理解し，具体的問題に応用できる． 00  

゜目標3上記をベク トルを用いて数学的に表現できる． 00  

゜目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授業の内容

1イン トロダクション

2 ＝角比とベクトル

3カのはたらき

4 運動の表し方 (1)

5運動の表し方 (2)

6 運動の法則 問題演習（力と運動）

7 中間試験

8 中間試験の解悦

9 仕事

10仕事とエネルギー

11力学的エネルギー保存の法則

12運動量保存の法則 (1)

13運動量保存の法則 (2)

14問題演習（エネルギーと運動量）

15総括

ラア A：知諜の定着・確認 〇 講義内容を深く理解し，発展させなければ解けない課題を出題する．
工 そ

1ク8•意見の表現・交換 夫の
-T  

C．応用志向 他
ンイ の
グブ 〇：知諜の活用 ・創造

時間外学修
準備 テキストを事前に醗んでおく (I時間／回）

学修
の内容と時

事後 粽題を行う。 (2時間／回），復習を行う (1時間／回）
間の目安

学修

高橋正雄，講義と演習理工系基礎力学，共立出版

教科書

適宜紹介する．

参考書

成 評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目櫂 目標 目標
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

績

゜゚ ゜
評 レポート 25% 

価 中間試験 25% 

゜゚ ゜の 期末試験
方

50" 

゜゚ ゜法

及

び
評

価

劉
合

注意事項
諾事情により欠席する場合は欠席届を提出すること．

備考
講義内容，レポート，試験に関する質問はいつでも1l11きに来てください

リンク
URL I 



ナンバリング 授集科目名（科目の英文名） 区分 ・［ 新主題 】／（ 分野） 授業形式
物理数学2(Physical mathematics 2) 

R612S029 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・限 担当教員

氏名劉孝宏

必修 2 1年
理工学部理工

後期．
学科

E-mai I ryu@o i ta-u. ac. j p 内線 7775 

授 本講義は，機械システム全般で必要となる基礎的な数学や物理（力学）の中でも，特に，動力学に関する基本的な内容の理解と応用をねらいとする。複素数，ベクトルと行

業 列，微分方程式の数学的知謙およびニュートンの運動の法則と関連する理論体系をもとに，振勤や円運動および剛体の運動に関する運動方程式の導出を行い，それらの解析

の 手法に関する基磁を学ぶとともに，機械システムに対しての利活用例についても学ぶ。また，演習を行うことにより，解く力を身に付ける。物理数学1の続きとして配置し

概 た内容であり，物理数学1を修得したものとして講義を進める。

蔓

具体的な到違目標 DP導の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1三角関数を利用して単振勤，単振り子の解析ができる

゜目標2速度，加速度をベクトルにより表現できる

゜目標3質点の角運動量を計算できる

゜目標4運動方程式から遠心力，コリオリカを計算できる

゜目標5剛体の頂心，つり合いの計算ができる

゜目標6剛体の回転運動の方程式が導出できる

゜目標7簡単な形状の慣性モーメントが計算できる

゜目標8剛体の平面運動の方程式が導出できる

゜目標9

目標10

授業の内容

1三角関数

2単振動・単振り子

3速度 ・加速度のペクトル表示，等速円運動

4角運動量

5慣性力，ダランペールの原理

6運動方程式のペクトル表示

7遠心力とコリオリカ

8振勤と円運動の浪習

9カのモーメント

10剛体の直心，剛体のつり合い

11ベクトル積．回転運動の方程式

12剛体の回転運動

13慣性モーメントの計算

14剛体の平面運動

15剛体の力学の演習

ラア A：知諜の定着・確認 〇毎週課題を課し提出させる。質問は，メール，オンライン，対面のいす
工そ

課題は自動採点され，各自で，理依度の確認ができる。

lクB：意見の表現・交換 れでも可能である。 夫の
-T  c：応用志向 他
ンイ の
グブ 〇：知靡の活用・創造

時間外学脩
準傭 テキストを事前に読んでおく (!Oh 学期合計）

学修
の内容と時

事後 諜を行う (20h：学期合計），復習を行う (!Oh.学期合計）
間の目安

学修

高橋正雄：基礎と演習 理工系の力学，共立出版

教科書

参考書を指定しない

参考書

成 評価方法 割合
目標 目標 目櫂 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標

績
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 課題 30% 

゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜゚価 期末試験 70% 

゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜゚の
方

法
及

び ， 

評
価

劉
課題と期末試験の合計が60点以上を合格とします。

合

注意事項
授業に2/3以上出席していない者の試験の受験は認めません。

本科目は，機械工学プログラムのJABEE 学習 ・教育到達目標のうち， A-2に対応します。再試では試験 100％で評価します。再試における評価は最大でも Cとしま
傭考 す。

リンク
URL I 



担当教只q;

実務右経鉦験の

゜教只の実秒
九州松下電器

ヽ名璽

実務経験た邊を
いかし 企業のおける製品餃計を反映できる力学分野の教育を実施しヤいる。

宅内容



ナンパリング 授業科目名（科目の英文名） 区分 ・［ 新主題 】／（ 分野） 授業形式

工学セミナー(IntroductorySeminar for Engineering) 

R611 S030 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曙・限 担当教員

氏名劉孝宏

必修 I 1年
理工学部理工

前期
学科

E-mai I ryu@o i ta-u. ac j p 内繰 7775 

授 これからの大学において機械システムを学ぶ上で，専門分野に関する興味をもつこと，および自分で考え主体的に学び続ける態度を女につけることが重要である。工学セミ

業 ナーは，①工学の専門分野に学問的興味をもつこと，②教脊プログラムの教只 ・研究室に親近感をもつこと，③自ら考え行動し問題を解決する姿塾を育むこと，および④コ

の ミュニケーション能力の訓練を目的としている。本謂義では，体験的学習により専門分野への興味を深めるため，基礎的な実習を行う。実習では，専門分野の講義と関連の

概 ある身近な例の学習から，研究室で実際に行われている研究と関連する分野の体験などを行う。

蔓

具体的な到違目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1 プログラムのカリキュラムの流れを理解する。 00  

目標2 研究室研修により，プログラムの特徴を把握する。 00  

目標3 成果をまとめ．発表する能力を行む。 00  

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授業の内容

1ガイダンス（講義の流れ、履修モデル、学生生活の注意） （担当 ・全教只）

2 研究室研修 (1テーマ目）研究室での実密 （研究内容の餃明を受ける） （担当 ・全教貝）

3 研究室研修 (2テーマ目）研究室での実習 （研究内容の説明を受ける） （担当全教貝）

4 研究室研修 (3テーマ目）研究室での実習（研究内容の説明を受ける） （担当 ：全教只） ， 

5 研究室研怯 (4テーマ目）研究室での実習（研究内容の説明を受ける） （担当 ：全教貝）

6 研究室研修 (5テーマ目）研究室での実習（研究内容の説明を受ける） （担当 ．全教只）

7 研究室研修 (6テーマ目）研究室での実習（研究内容の貌明を受ける） （担当：全教只）

8 研究室研條 (7テーマ目）研究室での実習（研究室でテーマを決め実習） （担当 ．全教貝）， 
10 

11 

12 

13 

14 

15 

ラア
A：知織の定着・確認 〇研究室研修では，各テーマにおいてグループで考え，それをまとめて発

工そ
lク B：意見の表現・交換 。表する。 夫の
--T -

C•応用志向

゜
他

ンイ の
グブ D．知織の活用・ 創造

゜時間外学修
準備 テキス トがある場合はを事前に読んでおく (!Oh) 

学修
の内容と時

事後 レポートの作成 (30h)
間の目安

学修

資料を配布する

教科書

なし

参考書

成 評価方法 割合
目標 目櫂 目標 目標 目標 目憬 目樗 目標 目標 目標

績
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 レポートおよび発表 100% 

゜゚ ゜価

の

方

法

及

び
評

価

劉

合

注意事項

傭考
本講義では再試は実施しません。この科目は，機械工学プログラムのJABEE学習・教育到達目標のうち， B-1,B-2, C-1, C-2に対応します。

リンク
URL I 



1劉孝宏 ：九州松下電器 ―----

岩本光生 ：（株）日立製作所家電事業部で製品開発を担当

ー ：官士

大学だけでなく企業の視点から，この講義の重要性と，大学でgにつけるぺき素養についての助言を行う．



ナンバリング 授集科目名（科目の英文名） 区分 ・［新主題 】／（ 分野 ） 授業形式

生体情報工学(BioloiicalInformation Engineering) 

R613S031 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曙・限 担当教員

氏名 上見 憲弘

必修／選択 2 1年
理工学部理工

後期
学科

E-mai I uemi@o i ta-u.ac.j p 内線 7301 

授 ヒトがどのように周囲の世界を認諏し知覚し行動しているかをその情報処理機構から学ぶことにより 、生物のシステムの巧みさとその仕組みを新しい技術に役立てる考え方

集 を身につける。

の

概

憂

具体的な到違目標 ・DP簿の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1脳における神経細胞の仕組みとそのモデルについて税明できる。

゜目標2視覚、聴覚、触覚などの各種感覚器の特性とその感覚入力に基づいた知覚特性について貌明できる。

゜目標3上記内容と福祉工学との関連性について悦明できる。

゜目標4

目標5

目標6

目標7

目標8 ． 
目標9

目標10

授業の内容

1生体の情報処理システムの構成

2脳の各領野における役割分担とその可塑性について

3神経細胞の仕組み

4神経細胞の結合による情報処理

5神経細胞のモデル

6視覚の情報処理1：視覚系の神経回路

7視覚の情報処理2：視覚の基本特性

8 視覚の情報処理3.視覚系の知覚（色の知覚、立体視）

9 聴覚の情報処理 1：聴覚系の神経回路

10聴覚の情報処理2：聴覚系の知覚（音圧 ・周波数 ・在色の知覚、音源定位）

11聴覚の情報処理3：聴覚系の知覚（在声の知覚と発声）

12平衡覚の情報処理：半規管の構造と特性

13触覚の情報処理 触覚受容器の構造と特性

14感覚系の共通性と相互作用 ・人の沼覚の基本

15生体情報処理と福祉工学

ラア A：知紐の定着 ・確認 0 • 基本事項確窮のための授業内での演習問題の実施
工そ

1ク B•意見の表現・交換 ・簡単な心理学実験の実施，授業で紹介する怒覚の体験 夫 の
_ - T -

C．応用志向
他

ンイ の
グ ブD：知紐の活用・ 創造

゜時間外学修
準傭 前出内容について確認し、次回の内容の関連事項を閲ぺる (30h),

学修
の内容と時

事悛 授業の内容の確認と整理、関連事項について調べる (30h).
間の目安

学修

教科書を指定しない。

教科書

生体情報処理 ・ 大西昇著 ・ 杉江昇監修 ・ 昭晃堂、生体情報論 • 福田忠彦 • 朝倉書店、視聴覚情報概綸 ・ 樋渡沿 ・ 昭晃堂、音の福祉工学 ・ 伊福部達 ・ コロナ社

参考書

成 評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目樗 目標

績
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 期末試験 100¥ 

゜゚価

の

方

法

及

び
評

価

割

合

注意事項
授業を欠席した場合には必ずノートをみせてもらい内容の理解に勤めること

備考
なし

リンク
URL 



ナンバリング 授集科目名（科目の英文名）

電気回路基礎(Fundamentalsof Electric Circuit) 

二 ：：ら右門
石的な到連目標

口口釦パ分野）l授業形式

担当教員

DP等の対応（別表参照）

昌言言 I奎垂吾垂亘吾垂乞三き王圭圭芦；奎宝竺垂茎二吾;ii:：:.O゚
目標7

目標8

目標9,

出容

1 | 2 | 3 | 4 | 5 | 6 | 7 | 8 | 9 |10 

。゚』
〗[

1 I電気回路の基礎

星
91正弦波交流

10正弦波交流のフェーザ表示と複素数表示

II交流回路の基本要素

12交流回路（直列接続）

13交流回路 （並列接続）

1412端子回路

15交流の電力

フア
＿ A：知鰈の定着 ・確認 〇演習課題は．講義終了後に提示し，演習問題は原則時間外に行うことと

工そ
lク B：意見の表現・交換 する。演習の時間は，問題の解説と自己採点による検討の時間とする1夫の

- T e：応用志向
とで，効率的に演習を実施できるとともに，自身の理解の程度や問題，， 他

ンイ を発見できるようにする。 の
グブ D：知諜の活用・創造

準傭 教科書をあらかじめ貌んでおく (I時間／回）
時間外学

の内容と時
学修

間の目安
事後演習課題と復習を実施する (1時間／回）

学修

電気回路の基礎 ：西巻正郎 ・森武昭 ・荒井俊彦宅、森北出版

教科書

授業中に適宜資料を配布する。

参考書

法

験

出二
成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

二 1目?|目9|目8櫂 1目9t1|!？

i体謂不良等やむを得ず欠席する場合は，事後でも良いので必ず連絡すること。
注意事項

l特になし
備考

リンク
URL I 



ナンバリング 授業科目名（科目の英文名） 区分 ・［ 新主題】 ／（ 分野） 授業形式

材料力学基礎(Fundamentalsof Strength of Materials) 

R612S033 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・限 担当教員

氏名小田和広

必修 2 2年
理工学部理工

前期
学科

E-mai I oda-kazuh i ro@o i ta-u ac. j p 内線 7797 

授 材料力学は，工業材料を正しく使用するための根拠を与える実学である。ここで，正しくとは「安全かつ経済的」を意味している。本講義では，これから材料力学を学ぶ上

業で必要な 「力の平衡・応力とひずみJなどの基本事項の理解，および引張 ・圧縮，ねじりを受ける機械・構造物を設計する際に必要となる基本的考え方について解税する。

の

概

憂

具体的な到達目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1各種外力を受ける槻械部品・構造物の応カ ・ひずみ計算ができる。

゜目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授集の内容

l材料力学とは？

2カの平衡条件と断面に伝わる力とモーメントの種類

3応力とひずみ，フ ックの法則

4鋼の応カーひずみ腺図，断面に伝わる内力

5 引張 ・圧縮の応力と変形

6 引張 ・圧縮を受ける棒材の不静定問題

7 内圧を受ける薄肉円筒の解法

8 直線棒のねじり

9 ねじりの不静定問題

10伝動軸，ばねの応力と変形

II ii'(線樟の曲げ

12せん断力と曲げモーメン ト

13はりの応力とひずみ

14断面2次モーメ ントの求め方

15はりに関する演習

ラア
A• 知鰈の定着・確認 〇 毎週の授業後に課題を課し提出させる（これに質問等も記入可）。理解

工そ
授業の途中でミニ演習を行っている。

1クB意見の表現・交換 度゚の確認と質間への回答ができる。課題は解答の詳細な解餃を行う。 夫の
-- T - c：応用志向

他
ンイ の
グブ D：知靡の活用・創造

時間外学修
準傭 教科書および履條案内に記載している参考書などを使い，予習する (2h／回）．

学修
の内容と時

事後 教科書および履修案内に記載している参考書などを使い復習する(lh/回）。復習後に課題の問題を解きレポー トを完成する (lh/回）。
間の目安

学修

「演習問題で学ぶ 材料の力学」，野田 ・小田 ・高木著，コロナ社

教科書

機械系大学講義シリーズ①「材料力学」，西谷弘信著，コロナ社

参考書 材料力学 ．中原一郎考，養賢堂 など

成 評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目櫂 目標 目標

績
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 課題のレポート 20" 

゜価 中間試験 401' 

゜の 期末試験 40% 

゜方
法

及

び
評
価

割
追試験および再試験を実施する場合，試験100％で評価する。この試験における評価は最大でもCとする。

合

注意事項
毎回の授業で関数霞点を持参すること。課題の提出状況が悪い場合（期限遅れも含む）は評価しないことがある。課題解答の公開後は未提出とみなす。

傭考

リンク
URL I 



ナンバリング 授業科目名（科目の英文名） 区分 ・［新主題】／（分野 ） 授集形式
現代制御(ModernControl) 

R612S034 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜 ・限 担当教員

氏名加藤秀行・菊池武士

必修／選択 2 3 • 4年
理工学部理工

前期
学科

E-mai I h-katoOo i ta-u ac. j p 内線 7799 

授 状態空間表現をベースにした現代制御工学の基礎を学ぶ。状態空間表現によるシステムの解析 ・設計法は、現代の制御工学において直要な役割を果たしているだけでなく、

集 信号処理やロボッ ト工学においても不可欠の考え方である。本講義では、まず連続時間線形システムの状態微分方程式 ・出力方程式とその解法、伝達関数について学んだ後

の 、基礎的な可制御性、可観測性、状態フィードバック制御、オプザーバ、最適制御について学ぶ。

概

蔓

具体的な到運目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1アナログシステムの記述方法を理解する。 00  
目標2 電気系 ・機械系への応用を念頭においたラプラス変換および逆ラプラス変換を理解する。 00  
目標3 アナログシステムの解析法を理解する。 00  
目標4 可制御性、可観測性の意味がわかる。 00  
目標5最適制御の意味がわかる。 00  
目標6 フィードパック制御系の効果が理解できている （安定性， 外乱抑制， ．ロパスト性）。 00  
目標7

目標8

目標9

目標10

授集の内容

1イントロダクション（担当 ：加藤秀行）

2 ラプラス変換と逆ラプラス変換（担当 ：加藤秀行）

3連続時間線形システム（1)状態変数表現，インパルス応答（担当 ：加藤秀行）

4 連続時間線形システム (2)電気回路を例題に用いて （担当 ：加藤秀行）

5連続時間線形システム (3)機械系を例題に用いて（担当 ：加藤秀行）

6線形代数の復習（担当・加藤秀行）

7連続時間線形システム (4)線形システムの解法 （担当 ．加藤秀行）

8 連続時間線形システム（5)伝達関数（担当 ：加藤秀行）

9 状態変数線図と状態変数変換 （担当 菊池武士）

10状態方程式の自由応答 （担当：菊池武士）

IIシステムの応答と安定性（担当 ・菊池武士）

12状態フィードバックと極配置（担当 ：菊池武士）

13システムの可制御性と可観測性（担当 ：菊池武士）

14現代制御理論の応用例 （倒立振子モデルのシミュレーショ ンなど） （担当 ：菊池武士）

15まとめ（担当 ：菊池武士）

ラア A：知紐の定着・確認 0小分野毎に小テストおよびその解答を行い、理解度の深化を促す。
工そ

受講生の習熟度を向上させるため、講義毎に 「講義に関する質

lク B．意見の表現・交換 夫の 問」を提出してもらう。

- T c：応用志向
他

ンイ の
グブ D：知鰈の活用 ・割造

時間外学修
準傭 布校数学および大学2年生までに習う基礎的計算、特に微分・積分や行列に関する復習 (Sh)。教科書、講義資料を醗む (Sh)。Ilヽ テストの準備 (15h)。

学修
の内容と時

事後 講義の内容（板書）を復習 (!Oh)。小テストの復習 (4h)．
間の目安

学修

線形システム綸（山下幸彦著、朝倉書店）

教科書

基本からわかる信号処理講義ノート （久保田他著、オーム社）

参考書 はじめての現代制御理論（佐藤和也ら著、講絞社）

成 評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標

績
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 小テスト so" 

゜゚ ゜゚価 期末テスト 50% 

゜゚ ゜゚の

方
法

及

び

評
価

罰
小テスト (50%)、期末試験 (5頃）で評価する。

合

注意事項
詳細な税明を、第1回目の講義で説明します。

備考

リンク
URL I 



亀
~

h 

ナンバリング 授集科目名（科目の英文名） 区分・ 【新主題］／（分野） 授業形式

機械力学基礎(Fundamentalsof Dynamics of Machinery) 

R642S035 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曙 ・限 担当教員

氏名劃孝宏

必修／選択 2 3年
理工学部理工

前期
学科

E-mai I ryullo i ta-u ac j p 内線 7775 

授 私達の周りには， 自勁車・電車・飛行機 ・船舶などの輸送機械，掃除機 ・洗濯機 ・オーディオ機器などの家庭用町気機器，携帯電話機などの通信用機器など，多様な機核 ・

集 機器が用いられています．機械力学は，この様な機械類が正しく拗き，安心してより長期間使用でき，かつ危険の無いように作り上げる時に用いられる応用的な要素の強い

の 学問です．本講義は，機械の動力学的現象，すなわち機械の運動をその原因である力に基づいて明らかにしようとするもので，その解析法などを理解することを目的としま

概 す．

褒

具体的な到違目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1教科書に使用されているばね要素と質量（または慣性モーメント）からなる1自由度系の自由振動の運動方程式を導出できる． 00  

目標2減衰のない1自由度系の自由振勤の運動方程式から，固有振動数を導出できる． 00  

目標3減衰のない1自由度系の自由振動の運動方程式に初期条件を与え，自由振動解を求めることができる 00  
目標4 減衰のある1自由度系の自由振動に対する減衰固有振動数および自由振動解を求めることができる． 00  
目標5強制外力や強制変位が作用した1自由度振動系の運動方程式を導出できる． 00  
目標6 目標5の運勁方程式から，強制振動応答および位相を求めることができる 00  
目標7教科書に使用されているばね一質量からなる2自由度系の自由振動の運動方程式を導出できる． 00  
目標8 目標7から，固有振動数2つ，固有モード2つ及び自由振動解を求めることができる． 00  
目標9

目標10

授業の内容

I I自由度系の自由振動（I).不減衰系の自由振動

2 I自由度系の自由振動(2)：回転系の自由振動

3 I自由度系の自由振動(3)：減衰系の自由振動（運動方程式，減衰振勲波形）

4 I自由度系の自由振動(4)：減衰系の自 由振動（減衰比，対数減衰率）

5 I自由度系の強制振動(I)：応答曲線と共振

6 l自由度系の強制振動(2)．粘性減衰系の強制振動

7 I自由度系の強制振動(3)：一般減衰系の強制振動

8 I自由度系の強制振動(4)：不釣り合い外力による強制振動

9 I自由度系の強制振動(5)：変位による強制振動 （絶対変位）

10 I自由度系の強制振動(6)：変位による強制振動（相対変位）

II I自由度系の強制振動(7)：振動伝達と防振

12 I自由度系の強制振動(8):ロータ系の振動

13 2自由度系の自由振動(1)：運動方程式（ばね一質量系）

14 2自由度系の自由振動（2):固有振動数と固有モード （ばね一質量系）

15 2自由度系の自由振動(3)：自由振動解（ばね一質量系）

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

30 

ラア
A：知識の定着・確認 0本講義では，講義の進捗に伴い，学生に意見を求め理解度を逐次確認し

工そ
ビデオや簡単な実験装骰の活用

1ク B：意見の表現 ・交換 ま゚す。課題（宿題）を行います。 夫の
ー••~ア― c応用志向

他

ンイ の
グブ 0•知鰈の活用・創造

゜時間外学修
準備 物理学や徴分方程式の復翌 (!Oh)

学修
の内容と時

事後 実施した講義内容の復習 (30h)
間の目安

学修

岩田佳雄，佐伯暢人，小松崎俊彦著，機械振動学，数理工学社

教科書

末岡淳男，綾部陰著，機械力学，森北出版

参考書 末岡淳男ほか著，携械力学演習，森北出版



成 評価方法 割合
目標 目標 目標 目襴 目標 目標 目標 目標 目憬 目標

1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 
績

゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜゚
評 課題 30~ 

価 期末試験 70" 

゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜゚の

方

法

及

び
評

価

割

合

注意事項
本講義を受講するためには，行列 ，ベクトル解析などの線形代数学，微分 ，積分学あるいは運勤学・カ学 ・機構学などの基礎的知識を予備知識として必要とするの

で，関連する専門基礎科目の学習を十分理解しておいてください。その他の注意事項は初回の講義で解悦します。

傭考
本科目は，機核コースのJABEE 学習 ・教育到達目標のうち， A-2に対応します。再試では試験 100％で評価します。再試における評価は最大でも Cとします。質問

は，授業時間中や教且室で受け付けますし， e-mail(ryu@oi ta-u. ac jp) でも対応できます。

リンク
URL I 

担当教RC
実務経験c

゜右鉦

教只の実さ
九州松下電器、騎

実務経験た色を
いかし 企業のおける製品餃計を反映できる機検力学分野の教脊を実施しています．

守内容



ナンバリング 授業科目名（科目の英文名） 区分・ 【新主題l/（分野） 授業形式

CAD濱習(Seminaron Computer Aided Design) 

R642S036 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曙・限 担当教員

氏名福永道彦，齋藤 晋一

必修／選択 1 3年
理工学部理工

後期
学科

E-mai I fukunagam@o i ta-u. ac,j p 内線 7800 

授 近年におけるものづくりのバラダイムシフトの根本は二次元CADであるといって過言ではない．二次元CADの活用は製図作業の省力化のみならず，設計を助けるツールとして

業 ，また生産全体を管理にも援用されて生産性の向上や品質管理に扱用されるなど，きわめて広い活用法が提案され，実際に用いられている本授業では，三次元CADの基本

の 的な仕組みと操作法を習得し，将来の活用のための基礎を身に・つける．

概

蔓

具体的な到違目標 6P等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1＝次元CADで形状を定義する仕組みを理解し，モデリングし，図面を作成できること ．

゜目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10
ヽ

授業の内容

1三次元CADの基本的な考え方と用途

2 ＝次元形状のモデリング：押し出し

3 ＝次元形状のモデリング ：プール演算

4 三次元形状のモデリング：鏡像，複写など

5二次元図面の作成：部品図

6 アセンプリモデリング（可勁部の製図法）

7 二次元図面の作成 ．組立図

8 寸法公差の設定：長さと角度

9寸法公差の設定：はめあい

10幾何公差の設定 ・形状を示す公差

11幾何公差の設定：位置姿勢を示す公差

12幾何公差の設定・動的な公差

13機械要素の使用：ラジアル軸受

14機械要素の使用 ：スラス ト軸受

15複雑な形状のモデリング ロフト，スイープ

ラア
A• 知鰈の定着・確認 参考書を参照すればさらにハイレペルな解析が実施できる

工そ
lクB：意見の表現・交換 夫の
- T c：応用志向

゜
他

ンイ の
グブ D：知諜の活用・創造

゜時間外学修
準備 配布資料の視聴 (lOh)

学修
の内容と時

事後 CAD因面の作成 (30h)
間の目安

学修

配布資料を用いる

教科書

SolidWorksによる3次元CAD,門脇重道他，実教出版株式会社

参考書 SolidWorksでできる設計者CAE,水野操， 日刊工業新聞社

3次元CADから学ぶ機械設計入門，店佐年，森北出版株式会社 ＇ 

成 評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目樗 目標

績
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 製図課題 1001' 

゜価

の
方
法

及

び
評

価
叡

合

注意事項

傭考

リンク
URL I 



ナンバリング 授業科目名（科目の英文名） 区分・【新主題】 ／（分野） 授業形式

ブログラミングF(proi:rammi ni:F) 

R612P037 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 罐 ・限 担当教員

氏名加藤秀行・高炎輝

必修 2 1年
理工学部理工

前期
学科

E-mai I h-katoOo i ta-u. ac. j p 内線 7799 

授高度情報化社会を迎え、推もが大量のデータを処理するのが当たり前となった。また、機械学習などの発展もあり、これらを支えるプログラミングスキルは現代では必要不

業可欠である。本講義では、変数や配列、繰り返し文、条件分岐、関数などのプログラミングにおける基礎的内容を学ぶとともに、実際にコードを書き、実行することで、命

の 令と動作の対応関係を確認しながら講義を進めていく。さらに、演習で具体的な課題を設け実際にプログラミ ングすることで理解を深める。

概

蔓

頃体的な到遠目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1Pythonの基本的文法を理解し、条件分岐や繰り返し文などを用いた単純な処理を記述することができる。 00  

目標2NumPyの基本的使用法を理解し、基本的なデータ処理や行列計算などができる。 00  

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授業の内容

1イン トロダクション

2 Pythonの基礎的文法 (I)：変数

3 Pythonの基礎的文法（2):文字列

4 Pythonの基礎的文法 (3)'標準入力

5 Pythonの基礎的文法 (4)：制御構文（I)条件分岐

6 Pythonの基礎的文法 (5)：制御構文（2)繰り返し文

7 Pythonの便利な仕組み (1)＇リスト

8 Pythonの便利な仕組み (2)．辞書型

9 Pythonの便利な仕組み (3)．文字列操作

10 Pythonの便利な仕組み（4) 関数

II NumPyの基礎 (I),ndarrayの基礎

12 NumPyの基礎 (2)• ndarrayの生成

13 NumPyの基礎 (3): ndarrayのメソッド

14 NumPyの基礎 (4).naarrayの操作関数

15 NumPyの基礎 (5): naarrayの数学関数

ラア
A知謙の定着・確認 〇 各講義回の最後に演習課題を提示し，次の時間までに演習を行っておく

工そ

／ク 8．意見の表現・交換
。演習の時間は，コンピュータヘの入力， 実行と結果の確認，怯正，殿 夫の

-- T -
C•応用志向

問点や問題点の質問の時間とし，完成したプログラムリストを提出する 他

ンイ
゜

の
グブ 〇知籍の活用・創造

゜時間外学惰
準備 プキストを事前に読んでおく (!Oh :学期合計）

学修
の内容と時

事後 演習の準偏をしておく (30h.学期合計）
間の目安

学修

実践力を身につける Pythonの教科書（クジラ飛行机著、マイナビ出版）

教科書

数値シミュレーション入門者のためのNumPy&:SciPy数値計算実装ハンドプック（松田康睛ら著、秀和システム）

参考書 講義中に適宜資料を配布する。

成評価方法 割合
目標 目標 目福 目標 目標 目標 目櫂 目標 目標 目標

1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 
績
評 演習 100" 

゜゚価

の

方

法

及

び
評

価

割

合

注意事項

備考

リンク
URL I 



ナンパリング 授業科目名（科目の英文名） 区分 ・【 新主題】／（分野） 授菓形式

機械製図基礎(Basicsof Machine Drawing) 

R612P038 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜 ・限 担当教只

氏名大津健史

必修 1 2年
理工学部理工

前期
学科

E-mai I ootsu-takehumi@o i ta-u ac. j p 内繰 8513 

授 機械製図の基礎と規格を理解し，設計する機械システムを正確な図面にて表現できる基礎的な能力を習褐する．授業では，項目ごとに必要な講義を行い，その後，手書取き製組

集 図にて各種諜題に取組む．また，ある目的の機器設計に対し，機械要素を的確に選択し，設計 ・製図できるようになることも目標とし，適宜，演習を行う．各課題への

の みの中で，製図に関する描画カ ・貌図の技術を習得し，三次元空間・物体を二次元平面上に表現する力を養う ．

概

蔓

具体的な到遠目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1機械製図の好穎lj，および必要な基礎的な技術を習得し，それに従い各種図面を描けるようになること． 00  

目標2 図面から必要な情報を読み取れるようになること． 00  

目標3 ある目的の機器設計に対し，機械要素を的確に選択し，設計 ・製図できるようになること． 00  

゜目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

謄業の内容

1ガイダンス，製因の必要性

2 点，線，文字，尺度

3 直線 ・平面の投影図

4 立体の投影図

5 各種投影法

6 図形の表し方

7 断面図

8 寸法記入法

9 製図演習

10機械要素の製図法（ねじ）

II機核要素の製図法（歯車他）

12寸法公差，幾何公差，表面粗さ

13応用設計課題（部品図）

14応用演習課題OO立図）
15 3D-CAD演習

ラア
A：知諜の定着・確認 〇学習に沿った演習に各自取組むことで，その内容について理解を深める

工そ

lク B：意見の表現・交換 夫の
ーア C•応用志向 他
ンイ の
グブ D•知謙の活用・創造

゜時間外学惰
準傭 事前にテキストを醗んでおく． （1時間／回）

学修
の内容と時

事後 課を復習する (!時間／回）
間の目安

学修

林洋次，機械製図入門，実教出版(2014)

教科書

川北和明ら， JIS機械製図法第6版，朝倉書店(2012)

参考書 吉澤武男，新編 JI S機械製図第4版，森北出版(2014)

成 評価方法 割合
目標 目標 目櫂 目憬 目標 目標 目標 目櫂 目標 目標
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

績
図面の提出（演習課題）

゜゚ ゜
評 100" 

価

の

方

法

及

び

評

価

割
成績は図面の提出状況と内容で評価する．

合
製図は講義時間に出席して自ら演習することが重要であるため，欠席、遅刻、図面の提出遅れは厳しく減点する，

注意事項
製図道具を準備すること

※製図道具については入学時に講入したものはそれを持参すること別途準備するものは，入学時に指示されたものに準じていれば構わないが，不明な場合は事前

備考
講義内容．課題に関する質問はいつでも聞きに来てください

リンク
URL I 



゜
技術職只（民間企業での実務経験を持つ）

設計製図に関する専門的技術に関する指導を行う．



ナンバリング 授集科目名（科目の英文名） 区分・ ［新主題l/（分野 ） 授集形式

電気回路(ElectricCircuit) 

R612P039 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曙・限 担当教員

氏名池内 秀隆

必修 2 2年
理工学部理工

前期
学科

E-mai I hi keuch iClo i ta-u ac.j p 内線 7944 

授 交流は長距離伝送に向いており、産業応用に重要な性質を持っている。本講義では、交流回路の基本を学び、電動機や変圧器の基礎理論と三相交流回路に関する詫理論を含

集 ぶ。電動機やインバータなど交流回路の特性や応用についても触れる。

の

概

蔓

具体的な到達目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1交流回路の基本定理を用いて回路の猪量を計算できる。

゜
00 

目標2霞磁誘導変圧器，発電機，インバータなどについて原理を理解し，詫量を計算できる。

゜゚
0 0  

目標3交流回路の周波数特性，過渡現象について理解し，詫量を計算できる。

゜゚
0 0  

目標4 ＝相交流の特性を理解し，諾量を計算できる。

゜゚
00  

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

謄業の内容

1交流回路綱の解析

2交流回路網の詫定理

3霞磁誘導結合回路

4変圧器結合回路

5交流回路の周波数特性

6荘列共振と並列共振

7対称多相交流と対照＝相交流

8 非対称3相交流と多相交流回路の霞力

9対称座標法

10非正弦波交流回路

11 2端子回路

12分布定数回路

13過渡現象

14回転磁界とモーター

15立流と交流の変換

ラア
A：知諜の定着 ・確認 〇演習課題は，講義終了後に提示し，演習問題は原則時間外に行うことと

工そ
1クB：意見の表現・交換

する。演習の時間は，問題の・解税と自己採点による検討の時間とするこ 夫の
＿ ア c：応用志向

とで，効率的に演習を実施できるとともに，自身の理解の程度や問題点 他

ン イ を発見できるようにする。 の

グブ D：知鰈の活用・ 創造

時間外学り
準傭 教科書を事前に読んでおく (30h) 

学修
の内容と時

事後 演習諫題と復習を実施する (30h)
間の目安

学修

電気回路の基礎 ・西巻正郎 ・森武昭 ・荒井俊彦著、森北出版

教科書

続電気回路の基礎 ：西巻正郎 ・森武昭・荒井俊彦著、森北出版

参考書

成評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標

1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 
績評 定期試験 80% 

゜゚ ゜゚価 演習提出 20% 

゜゚ ゜゚の

方
法

及

び

評

価

顎
合

注意事項
体輝不良等，やむを得ず欠席する場合は，事後でも良いので必ず連絡すること。

傭考
特になし

リンク
URL I 



ナンバリング 授集科目名（科目の英文名） 区分・ ［新主題】／（ 分野 ） 授業形式

電磁気学1(Electromagnet ics 1) 

R612P040 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曙 ・限 担当教員

氏名高炎輝

必修 2 2年
理工学部理工

前期
学科

E-mai I 内練

授 電気に関係した学問分野の理論的基礎科目は，電磁気学と電気回路です。

業 この授業では，その中の電磁気学について学びます。都合上，霞磁気学 1 （前期）と電磁気学 2 （後期）に分けて，授業を進めますが，最終的に電磁気的現象を支配する

の 法則性を理解し，高学年で履條する電気的な応用分野の学習に役立てることが目的です。

概

蔓

具体的な到違目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1 電磁気的現象を支配する法則性についての知識を持ち，その内容を理解する 00  

゜目標2 霞磁気的現象に関する基本的な問題を解くことの出来る技術を持つ 00  

゜目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授業の内容

！ガイダンス，ペクトル解析（和 ・差 ・積，積分 ・微分，ガウスの定理，ストークスの定理）

2 其空中の静電界（クーロンの法則，電界の定義，点電荷による電界）

3 真空中の静電界（ガウスの法則とその微分形の法則）

4 兵空中の静電界 （電位）

5 真空中の静霞界 （ポアソンとラプラスの方程式，電気力線，等電位面）

6 真空中の静霞界（電界の計算法．線状電荷による電界）

7真空中の静電界（電界の計算法：点対称な分布電荷による電界）

8真空中の静電界（電界の計算法 ：面対称な分布電荷による霞界）

9 真空中の静電界（電気双極子による電界）

10 n空中の導体系（導体の性質，静電誘導，静電遮蔽）

11真空中の導体系（静電容量：同軸円筒，平行導線，平行平板）

12真空中の導体系（境界値問題の解法：一次元ポアソン方程式）

13其空中の導体系（一意性の定理，境界値問題の解法［鏡像法］ ：平面導体と点電荷）

14真空中の導体系（境界値問題の解法［鏡像法］：導体球と点電荷）

15電磁気学 1で学習した内容の復習とまとめ

ラア A•知謙の定着·確認 0授業終了前に，レポート課題を出します。指定期日までに提出してくだ
工そ

1ク B．意見の表現・交換 oさい。 夫の
-T  c：応用志向

予゚習・復習には，下記の教科書・配付プリ ント・参考書を活用して下さ 他
ンイ

し‘゜ の
グブ D：知諏の活用 ・創造

時間外学り
準備 テキストを事前読んでおく (I時間1回）

学修
の内容と時

事後 課題を行う (2時間／回）．復習を行う (1時間／回）
間の目安

学修

岡田龍雄 ・船木和夫苓「電磁気学」朝倉書店。

教科書

小塚洋司著 電気磁気学 「その物理像と詳論」 森北社

参考書 竹山税三亮電磁気学現象理論丸善社

より詳細な税明があるので，自習 （予習・復習）の際に霞磁気学の全体の繋がりや関係を把艇するのに助けとなります。

成 評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標

1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 
績
評期末試験 55% 

゜価 課題レポート 451' 

゜の

方

法

及

び

評

価

顎

合

1，出席 (3分の2未満の出席は自動的に再履修）．
注意事項 2. 課題レポート（成績評価の45%) 次回の講義まで提出すること，期間外の提出は0点になる。

3. 質問：判らないことは，（1）先ず問題点を整理する， （2）友達や教且に質問する。
傭考 4. 定期試験 （成績評価の55%) ：期末試験 1回のみ。再試験は行わない。

リンク
URL I 



ナンバリング 授業科目名（科目の英文名） 区分・ 【新主題】 ／（分野） 授業形式

制御工学基礎(Fundamentalsof control engineerini;) 

R612P041 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曙 ・限 担当教R
氏名後薦雄治

必修 2 2年
理工学部理工

前期
学科

E-mai I goto-yuuj i @o i ta-u ac. j p 内線 7795 

授 制御工学は、槻械、電気 ・通信、数学、情報、コンピュータなど広い分野にわたる学問である。ここでは、古典制御理綸を主軸とし、制御工学における数学モデルの基礎杖

業 知識の習褐を目的としている。

の

概

憂

具体的な到運目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1制御工学における数学モデルの基本的事項を理解し、問題解決能力を向上させる。

゜目標2種々の制御モデルの支配方程式を導き出し、ラプラス変換 ・逆ラプラス変換を使用して解を求める計算力を身に付ける。 00  
目標3 自発的な自己学習能力を養成する。

゜目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授集の内容

1制御系の数学 ・計算基礎

2 数学モデルの誘導

3 ステップ関数と計算法

4 インパルス関数と計算法

5 ラプラス変換の計算基礎

6 ラプラス変換の応用計算

7逆ラプラス変換の計算法

8 逆ラプラス変換を使用した運動方程式の解法

9 制御系の基礎要素

10制御系の伝達関数

IIプロック線図の等価変換

12制御系の時間応答

13フィードパック制御系の応答

14周波数応答と周波数伝達関数

15総合演習

ラア
A：知紐の定着・確認 0授業中に学生自身に焦板で問題を解いてもら う事や、ランダムで小テス

工そ

1ク 8意見の表現・交換
ト等を実施して習得度合いを学生個人に認識してもらう。 夫の

_ T 
c：応用志向

他

ンイ の

グブ 〇：知謙の活用・創造

゜時間外学修
準傭 配付資料や参考文献等の情報収集を行い、予習をする。 (30h：学期合計）

学修
の内容と時

事後 演習問題や小テストを活用し復習する。 (30h：学期合計）
間の目安

学修

「基礎制御工学」 森 正 弘 他 東 京 電 機 大 学 出 版

教科書

「基礎制御工学J小林伸明 共立出版

参考書

成 評価方法 割合
目標 目標 目標 目禰 目標 目標 目標 目標 目樗 目標

1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 
績

゜
評 小テスト 10~ 

価 出席 10% 

゜の 定期テスト 80% 

゜゚方

法

及

び
評

価

割

合

注意事項

備考

リンク
URL I 



ナンバリング 授業科目名（科目の英文名） 区分 ・［新主題】 ／（ 分野） 授業形式

材料力学応用(AdvancedStrength of Materials) 

R612P042 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曙 ・限 担当教員

氏名大津健史

必修 2 2年
理工学部理工

後期
学科

E-mai I ootsu-takehum i@o i ta-u ac j p 内線 8513 

授 本授業では，各種条件におけるはりのたわみについて学び，演習課題等を通してその計算法の理解を深めるまた，複雑なはりの問題として，はりの曲げの不静定問題等の
集各種問題についても学ぶ さらに，ひずみエ主ルギーとカスティリアーノの定理を学習し，引張り・圧縮における変位，曲げのたわみなどの問題へ応用する．その他，組合

の せ応力，柱の座屈についても学習する．

概

蔓

具体的な到違目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1はりに作用する曲げ応力を理解する． 00  。
目標2 はりのたわみの計算方法を理解し，問題へ応用できる 00  

゜目標3 ひずみエネルギーとカスティリアーノの定理を理解し，各種問題へ応用できる． 00  

゜目標4組合せ応力や座屈について理解する． 00  

゜目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授業の内容 ｀ 1はりの曲げ応力

2 はりの曲げによるたわみ（徴分方程式）

3 はりの曲げによるたわみ（微分方程式の解法）

4 はりの曲げによるたわみ(lliね合わせの方法）

5複雑なはりの問題（不静定問題）

6複雑なはりの問題（不静定問題の演習）

7 ひずみエネルギー（引張・圧縮，衝撃荷直）

8 ひずみエネルギー（曲げ． ねじり）

9 カスティリアーノの定理

10カスティリアーノの定理（引張 ・圧縮の問題）

11カスティリアーノの定理（曲げの問題）

12曲がりはりの問題

13組合せ応力

14座屈
， 

15オイラーの座屈荷瓜

ラア
A• 知謙の定着・確認 〇授業中に課題を与え，各自で問題を解いてもらうことで問題解決能力を

工そ
lクB：意見の表現・交換 高める． 夫の
ー-ア- c：応用志向

他

ンイ の
グブ D知諜の活用・創造

時間外学修
準傭 テキストを事前に貌んでおく， （2時間／回）

学修
の内容と時

事後 課題を復習する． （2時間／回）
間の目安

学修

野田 ・小田・高木，演習問題で学ぶ材料の力学，コロナ社(2022)

教科書

村上，材料力学，森北出版(2014)

参考書 寺綺，演習形式材料力学入門，共立出版(1992)

成評価方法 割合
目標 目標 目櫂 目標 目標 目標 目櫂 目櫂 目標 目標

績
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評定期試験 90% 

゜゚ ゜゚価 授業毎に提出させる課題 101' 

゜゚ ゜゚の

方
法

及

び
評

価
割

合

注意事項

備考

リンク
URL I 



ナンパリング 授集科目名（科目の英文名） 区分・［新主題 】／（分野） 授集形式

機械工学実験(Experimentsof Meehan i ca I Engineering) 

R612P043 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・限 担当教員

氏名大濤健史

必修 2 2年
理工学部理工

後期
学科

E-mai I 内線 8513 

授 様々な機核を製造するための基礎となる機械加工や生産技術について，各種実習を通して学び，その理解を深める．実習では，工作工場に殷置されている工作機械を利用し

業，各種テーマに取り組む この実習により，これまでの謂義で学んだ機械工学に関する知識を応用するとともに，今後，ものづくりの現場に携わる際のエンジニアと しての

の 技術力を養う

概
蔓

具体的な到違目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1機械加工 • 生産技術を学び， ものづくりに必要な技術を修得すること ． 00  
目標2工作機械を操作し，簡単な機械要素を加工製作できること． 00  00  

゜目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授業の内容

lガイダンス，および安全教脊

2 溶接の実習（溶接の基礎）

3溶接の実習（演習課題）

4 旋盤加工の実習（加工法の基礎）

5 旋盤加工の実習 （演習課題）

6 フライス加工の実習(J)0工法の基礎）

7 フライス加工の実習（演習課題）

8 ボール盤 ・手仕上げの実習ゆ0工法の基礎）

9 ボール盤 ・手仕上げの実習（演習課題）

10メカ トロニクス関連プログラム（基礎） ’

11メカ トロニクス関連プログラム（演習鰈題）

12測定実習（測定の基礎）

13測定実習（演習課題）

14 CAD・ CMI（基礎）

15 CAD・ CAM（演習課題）

ラア A：知紐の定着 ・確認 〇実技を通じて指導を行う。
工そ

lク B．意見の表現・交換 夫の
-•••T 一

C•応用志向
他

ンイ の
グブ 〇：知諜の活用 ・創造

゜時間外学修
準備 事前に安全の手引き，資料等を確窮してお<. (1時間／回）

学修
の内容と時

事後 内容の復習等を行い， レポー トを作成する (3時間／回）
間の目安

学修

なし．実習時に必要に応じてプリントを配布する

教科書

入学時に配布した「安全の手引き」と機械工作関連の書籍など．

参考書

成 評価方法 割合
目標 目標 目憬 目標 目標 目標 目櫂 目櫂 目標 目標

1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 
績

レポー ト・ 作品

゜゚
評 JOO" 

価

の

方

法

及

び

評

価

劉
各テーマごとにレポートを提出．その内容と各自が実習で作成した作品を評価の対象とする．従って，欠席は評価に直結する

合

安全には最大限の注意を払うこと．冊子 「安全の手引き」を熟醗しておくことまた，実習開始前までに作業服を購入し，実習時にはそれを着用すること 安全上
注意事項 の問題から作業着以外の受講は認められない．

備考

リンク
URL I 



‘-

教只以外て

指導に腿わ

゜る実務経慰
者の右無

教且以外c
指導に関わ

技術識只（民間企業での実務経験を持つ）
る実務経騎

者

実務経験を

い守か内し容た彬 実習内容に関する専門的技術に関する指導を行う．



ナンバリング 授業科目名（科目の英文名） 区分 ・【 新主題】／（分野） 授業形式

電子回路(ElectronicCircuits) 

R612P044 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曙 ・限 担当教員

氏名 上見憲弘

必修 2 2年
理工学部理工

2年
学科

E-mai I uem i@o i ta-u. ac.j p 内線 7301 

授町子回路 1 では、主にバイポーラ型トランジスタの勲作原理 • 特性 ・ 小信号等価回路について貌明したのち、これを用いたパイアス回路や基本増幅回路の解析・設計方法に
業ついて学ぶ。また、負帰還増幅とOPアンプについても学ぶ。

の

概

蔓

頃体的な到違目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1ダイオードおよびトランジスタ、 FET、OPアンプのしくみと基本動作を悦明できる

゜目標2 トランジスタ、FETを利用した回路の基本設計が税明できる。

゜目標3増幅回路や直流パイアスについて貌明できる。

゜目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目憬10

授集の内容

1霞子回路を学ぶための電気回路基礎（ 1)電圧源と筍流源、キルヒホッフの法則

2電子回路を学ぶための1lt気回路基礎 (2)テプナンの定理とノートンの定理

3電子回路を学ぶための電気回路基硝（3)重ね合わせの理

4半導体の特性とダイオードの働き

5ダイオードを用いた回路：整流回路など

6 トランジスタとその静特性

7 トランジスタ回路の種類：接地方式

8 トランジスタの小信号増幅回路： hパラメータについて

9 トランジスタのバイアス回路

10トランジスタを用いた増幅回路の解析（1)入力，出カインビーダンス

11トランジスタを用いた増幅回路の解析（2)電圧増幅度、電流増幅度

12トランジスタを用いた増幅回路の解析（3)周波数特性， CR結合回路

13トランジスタを用いた各種回路

14霞界効果トランジスタ (FET) とその等価回路

15 OPアンプとその応用回路

ラア A•知聞の定着・確認 0 • 基本事項靖認のための授業内での派習問題の実施
工そ

1クB：意見の表現 ・交換 夫の
-T  c：応用志向

他

ンイ の
グブ D• 知靡の活用 ・ 創造

゜時間外学り
準傭 教科書の該当範囲とMoodleに挙げた講義資料を予習し、前出内容との関連する内容について確認する (15h)。

学修
の内容と阻

事後 授業の内容の確認と整理、レポー ト謀題等の演習問題を解く (45h)。
間の目安

学修

新イ ンターユニバーシティ電子回路 ・岩田聡編 ・オーム社

教科書

電子回路A• 藤原住編著・オーム社、基礎電子回路演習 · 雨宮好文 ・ オーム社、わかりやすい電子回路 ・ 篠田庄司監修 ・ コロナ社

参考書

成評価方法 割合
目標 目標 目櫂 目標 目標 目標 目標 目櫂 目憬 目標
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

績
評期末試験 95~ 

゜゚ ゜価レポート課題 5% 

゜゚ ゜の
方

法
及

び
評

価

劉

合

注意事項
電気回路の基礎（交流理論・キルヒホッフの法則・テプナンの定理など）の理解が十分でない場合、講義についていけなくなる可能性が大きいので十分注意し、復

習を自主的に行うこと。

備考

リンク
URL I 



ナンバリング ． 授業科目名（科目の英文名） 区分 ・【 新主題 】／（分野 ） 授業形式

電磁気学2(Electromagnetics2) 

R612P045 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜 ・限 担当教員

氏名高炎輝

必修 2 2年
理工学部理工

後期
学科

E-mai I 内繰

授 霞気に関係した学問分野の理論的基礎科目は，電磁女学と電気回路です。

業 この授業では，その中の町磁気学について学びます。都合上，電磁気学1 （前期）と電磁気学2 （後期）に分けて，授業を進めますが，最終的に電磁気的現象を支配する

の 法則性を理解し，高学年で履條する電気的な応用分野の学習に役立てることが目的です。

概

蔓

澳体的な到違目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1霞磁気的現象を支配する法則性についての知織を持ち，その内容を理解する 00  

゜目標2電磁気的現象に関する基本的な問題を解くことの出来る技術を持つ 00  

゜目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授業の内容

1ガイダンス，電磁気学 1期末試験問題の解答，解説

2誘霞体（電束密度，誘電分極）

3銹電体境界における境界条件，静電エネルギー

4静電エネルギー密度と静霞力（トムソンの定理，仮想変位の原理による力の計算）

5誘電体がある系の静電エネルギーと銹電体境界における力の計算

6定常電流界 （電流の定義，オームの法則，連続の式，定常電流界，キルヒホフの法則，電気括抗の計算）

7定常電流による磁界（ピオ ・サパールの法則，アンペアの周回積分の法則と微分形の法則）

8定常電流による磁界 （簡単な笥流分布による磁界： 直線貫流，円柱導体，同軸円柱導体）

9定常電流による磁界 （蘭単な電流分布による磁界 平面霞流，円形コイル，無限長ソ レノイド）

10定常霞流による磁界（ベクトルポテンシャル，クーロンゲージ）

IIインダクタンス，磁性体 （物質の磁化，磁化ペクトル，微小ループ電流による磁界，磁気双極子モーメント，磁化霞流）

12磁性体（磁性体中の基本方程式，境界条件，磁性体の磁化機構， B-H曲線，磁気回路）

13電磁誘導（電磁窮導の法則 ：静止系と回路の運動，電磁栖導起雹力の計算）

14磁界のエネルギー（インダクタンス中の磁界のエネルギー，エネルギー密度，磁気力，ローレンツカ）

15マクスウェル方程式（マクスウェル方程式と変位電流，早い変化に対応できる電磁界法則）

ラア
A知謙の定着 ・確認 〇授業終了前に，レポート課題を出します。指定期日までに提出してくだ

工そ
1ク B意見の表現 ・交換 さい 夫の

ー-ア- c：応用志向
0゚予習。・復習には，下記の教科書 ・配付プリント・参考書を活用して下さ 他

ンイ し‘ の
グ ブ D：知謙の活用 ・創造

時間外学修
準傭 テキストを事前院んでおく (!Oh)

学修
の内容と時

事後 教材を用いて復習する (!Oh)
間の目安

学修

岡田龍雄 ・船木和夫著 「電磁気学j朝倉書店。

教科書

小塚洋司著 電気磁気学 「その物理像と詳論」 森北社

参考書 竹山悦三著電磁気学現象理論 丸善社

より詳細な脱明があるので，自習（予習 ・復習）の際に電磁気学の全体の繋がりや関係を把握するのに助けとなります。

成 評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目憬 目標 目標

績
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 期末試験 55% 

゜価 課題レポート 45" 

゜の

方

法

及

び

評

価

割

合

I. 出席 (3分の2未満の出席は自勤的に再履修） ．
注意事項 2 課題レポート（成績評価の45%}。指定期日までに提出すること。

3 質問：判らないことは，（1）先ず問題点を整理する，（2）友達や教且に質問する。
傭考 4.定期試験（成績評価の55%) ・期末試験 1回のみ。再試験は行わない。

リンク
URL I 



ナンバリ ング 授集科目名（科目の英文名〉 区分 ・【 新主題 】／（分野） 授業形式

制御工学(ControlEngineering) 

R612P046 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜 ・限 担当教員

氏名池内 秀隆

必修 2 2年
理工学部理工

後期
学科

E-mai I hikeuchiOoita-u ac  jp 内線 7944 

授 機械の運転·制御の技術の中に霞子・情報の技術が取り入れられ、 高速 ・ 高精度 • 新機能の特性が実現される。 携械の知能化やヒューマンフレンドリー化にはなくてはならな

業 い概念である。本授業では、メカトロニクス系の自動制御について周波数領域に焦点を当て，フィードバック制御の解析と設計について解貌する。

の

概

蔓

具体的な到達目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1制御工学の概念を理解すること。

゜゚
0 0  

目標2周波数領域における制御系の表現と基本要素の特性を理解すること。

゜゚
00  

目標3 フィードバック制御系の特性と安定判別を理解すること。

゜゚
0 0  

目標4制御系の設計法を理解すること。

゜゚
0 0  

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授業の内容

1制御とは

2 システムの数学モデル

3伝達関数とプロック線図

4動的システムの応答

5システムの応答特性

6 2次遅れ系の応答

7極と安定性

8制御系の構成とその安定性

9 PID制御

10フィー ドバック制御系の定常特性

11周波数応答の解析

12ボード線図の特性と周波数伝達関数

13ナイキス トの安定判別法

14ループ整形法によるフィードバック制御系の設計

15授業のまとめと現代制御工学への展開

ラア
A：知諜の定着 ・確認 〇演習課題は，講義終了後に提示し，演習問題は原則時間外に行うことと

工そ
lクB・意見の表現 ・交換 する。演習の時間は，問題の解餃と自己採点による検討の時間とするこ 夫の
- T 

C．応用志向
とで，効率的に演習を実施できるとともに，自身の理解の程度や問題点 他

ンイ を発見できるようにする。 の
グブ 〇：知靡の活用・ 創造

時間外学修
準備 テキストを事前に読んでおく (!Oh:学期合計）

学修
の内容と時

事複 演習を行い，復習する (30h 学期合計）
間の目安

学修

はじめての制御工学 ：佐藤和也（也芍、講餃社

教科書

第2版初めて学ぶ基礎制御工学：森政弘 ・小）1|鍍ー著，東京電機大学出版局

参考書 メカトロニクスの基礎：有本卓他著、 昭晃堂

ーポ設計論・富成襄他著、コロナ社

成 評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目憬 目標 目標
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

績

評 期末試験 80% 

゜゚ ゜゚価i演習提出 20% 

゜゚ ゜゚の

方
法

及

び
評

価

割
合

注意事項

備考

リンク
URL I 



ナンパリ ング 授業科目名（科目の英文名） 区分・ 【新主題 】／（分野） 授集形式

パイオメ カニズム(Biomechan,sms)

R612P047 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜 ・限 担当教員

氏名菊池武士

必修 2 2年
理工学部理工

後期
学科

E-mai I t-k i kuch i 内線 7771 

授 バイオエンジニアリングは生体を知り，利用し，支援するための工学分野の総称であり，広い学問分野を含んでいる．本講義では，生体関連機器（診断，治療，福祉機器等

業 ）を設計，開発するために知っておくべきバイオエンジニアリング関連のトビックスに関して概餃し，同時にそれらの内容が他の講義（数学，材料力学，流体力学，電気・

の 電子工学，制御工学等）とどのように関連するかについて謙諭する． 1~3名一組のグループワークを実施し，各グループで独自に設定したテーマに基づいて調査し，レポ

概 ートの提出と授業内でのプレゼンテーショ ンを実施する．

憂

具体的な到違目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1 パイオメカニクス（材料力学関連，流体力学関連）に関して，機械工学との関連性を論理的に餃明できるようになる． 00  00  

゜目標2 身体の運動制御 （運動学関連，制御工学関連）に関して，制御工学との関連性を論理的に悦明できるようになる． 00  00  0 
目標3 打体機能の計測（計測工学関連，霞気 ・霞子工学関連）に関して，計測 ・霞気工学との関連性を諭理的に税明できるようになる． 00  00  

゜目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授集の内容

1 イントロダクション， 「レポートの書き方，綸文の謂査方法」

2 「人体の動きと重さ」 ，＜レポートテーマ 1の開示＞

3 レポート 1の中間報告（全且）

4 相餃 日

5 第 1回プレゼン（優秀レポート）

6 「統計学の導入J ' ＜レポートテーマ 2の開示＞

7 「生体の力学系と制御系」

8 レポート 2の中間報告 （全只）

9 相餃日

10第 2回プレゼン （優秀レポート）

11 「感覚 ・心理 ・脳」 ， ＜レポートテーマ 3の開示＞

12レポート 3の中間報告 （全A)

13相駁日

14第3回プレゼン（全且，前半）

15第 3回プレゼン（全且．後半）

ラ ア
A• 知紐の定着 ・ 確認 〇！費義内容を踏まえ，学生が自ら設定したテーマに基づきプレゼンテーシ

工そ

1クB：意見の表現・交換 oョンを実 夫の
- 7 c：応用志向 施゚する． 他

ンイ の
グブ 〇：知靡の活用 ・創造

゜時間外学り
準備 テキストを事前に院んでおく (I時間／回）

学修
の内容と時

事後 教材を用いて復習する (3時間／回）
間の目安

学修

使用しない資料はMoodleに掲載する．

教科書

D Gordon E. Robertsonら著阿江通良ら訳，身体運動のバイオメカニクス研究法，大修館書店

参考書 牧川方昭，吉田正樹，運動のバイオメカニクス，コロナ社

赤澤堅造，生体情報工学，東京電機大学出版局

成評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標

1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 
績
評レポート 5~ 

゜゚ ゜価 プレゼンテーション 50% 

゜゚ ゜の

方

法

及

び
評

価

劉

合

注意事項
自我のPCを持参すること．諸事情により欠席する場合は欠席届を提出すること．

備考

リンク
URL I 



ナンパリング 授業科目名（科目の英文名） 区分・【新主題】 ／（分野） 授業形式

数値傾析基礎(BasicN umerical Analysis) 

R612P048 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曙 ・限 担当教員＇

氏名加藤秀行

必修 2 2年
理工学部理工

後期
学科

E-mai I h-katol!o i ta-u. ac,j p 内線 7799 

授自然科学、工学等の問題の大部分は解析的に解く ことができず、それ故に数値解析的に問題を考える必要がある。本科目では、コンピュータを伴う数値解析を実行する院の

集数値の表現方法や処理方法を貌明する。また、電気系への具体的な問題を念頭に、基礎的な数値アルゴリズムを学習する。

の

概

蔓

具体的な到違目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1計算機の数値表現と誤差を説明できる。 00  

目標2アルゴリズムを脱明でき る。 00  

目標3計算機を用いてアルゴリズムを運用できる。 00  

目標4雹気回路系に数値解析手法を適用できる。 00  

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授業の内容

1なぜ数値解析が必要なのか？

2浮勤小数点

3誤差

4非線形方程式 (1) ［アルゴリズム］

5非線形方程式 (2) ［計算機を用いた具体的な計算］

6連立一次方程式 (1) ［ガウスの消去法、 LU分解法］

7連立一次方程式 (2) ［ヤコビ法、ガウス ・ザイデル法］

8連立一次方程式 (3) ［計算機を用いた具体的な計算］

9数値積分（1) ［台形公式、シンプソン公式］

10数1直積分 (2) ［計算檄を用いた具体的な計算］

II常微分方程式 (l) ［オイラー法］

12常微分方程式 (2) ［ルンゲ ・クッタ法］

13常微分方程式 (3) ［酎算機を用いた具体的な計算］

14電気回路と数値解析 (1) ［交流回路］

15電気回路と数値解析 (2) ［過渡現象］

ラア A．知諜の定着・確認 0小分野毎に演習を行い、理解度の深化を促す。
工そ

受講生の習熟度を向上させるため、講義毎に「講義に関する質

lクB：意見の表現 ・交換 夫の 問」を提出してもらう。

ー-ア- c応用志向
他

ンイ の
グブ D：知謙の活用・創造

時間外学り
準傭 高校数学および大学1年生までに習う基礎的計算、特に微分•積分や行列に関する復習 (7h) 。教科書、 講義資料を読む (8h) 。

学修
の内容と餌

事後 講義の内容を復習 (5h)。プログラミング演習 (25h)。 ‘ 
間の目安

学修

技術者のための高等数学：数値解析： E.クライツィグ．田村義保訳 培風館

教科書

数値計算の常識 ：伊理正夫、 藤野和建：共立出版

参考書

成評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

績
評 演習課題 50% 

゜゚ ゜゚価 期末試験 50% 0 

゜゚ ゜の

方
法

及

び
評

価

割合 演習課題 (50%)、期末試験 (50%)で評価する。なお，演習課題が1つでも未提出の場合には、評価の対象とならない。

注意事項
詳細な悦明を、第1回目の謂義で悦明します。

傭考

リンク
URL I 



ナンパリング 授業科目名（科目の英文名） 区分・ 【新主題】 ／（ 分野） 授業形式

機器設計工学(MachineDesign) 

R613P049 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 躍・限 担当教員

氏名大津健史

必修 2 3年
理工学部理工

前期
学科

E-mai I ootsu-takehumi@o i ta-u. ac j p 内線 8513 

授 本授業では機械設計の基礎について学び， 各種機械要素の設計方法を習得する機械設計の基礎では，材料選択や静的 ・動的条件での強度計算．はめあいや表面粗さにつし

業 て学ぶまた，機械要素の骰計として， ね じ締結，軸 ・軸継手，軸受，歯車の各種設酎法を理解し，具体的な設計問題を通して，その応用力を養 う．

の

概

妻

具体的な到違目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1材料選択・ 強度計算の基礎を理解し，設計問題へ応用できる 00  

゜目標2 はめあいや表面粗 さについて理解する． 00  
目標3ねじ締結，軸 ・軸継手，軸受，歯車の設計方法を理解する． 』 00  
目標4 設計問題を通 して，機械設計の基礎を応用できる 00  

゜目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授業の内容

1機械と設計

2強度計算の基礎

3疲労強度

4 はめあいと表面粗さ ' 

5ねじ締結

6ねじの強度計算

7軸の強度計算

8 キーの強度計算

9 軸縫手の設計

10軸受の基磁

IIすべり軸受の設計

12転がり軸受の設計

13歯車の基礎

14歯車の強度計算（曲げ強さ）

15歯車の強度計算（面圧強さ）

ラア A：知諜の定着 ・確認 〇授業中に課題を与え，各自で問題を解いてもらうことで問題解決能力を
工そ

lク 8：意見の表現・交換 高める． 夫の
ー ア c：応用志向

他
ンイ の
グブ 〇知謙の活用・ 創造

準備 事前にテキストを院んでおく ． （2時間／回）
時間外学修

学修
の内容と時

事稜 課題を復習する． （2時間1回） ’
間の目安

学修

柳田 ・兼直 ・西村，耳門基礎ライプラリー機械設計，実教出版(2017)

教科書

兼田 ・山本，基礎機械設計工学，理工学社(2009)

参考書 稲田 ・ JI I喜田 • 本荘．改定新版機械設計法． 朝倉書店 (1983)
茶谷 • 新宅 ・ 放生 ・ 喜成 ・ 立矢，基礎からわかる機械設計学，森北出版(2003)

成 評価方法 割合
目標 目標 目標 目憬 目標 目標 目標 目櫂 目標 目標

績
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 定期試験 90" 

゜゚ ゜゚価 授業毎に提出させる課題 10% 

゜゚ ゜゚の

方

法

及

び
評

価

割

合

注意事項

傭考

リンク
URL I 



ナンバリング 授集科目名（科目の英文名） 区分 ・［ 新主題】／（分野） 授業形式

機構力学(MachineMeehan isms) 

R612P050 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曙・限 担当教員

氏名菊池武士

必修 2 3年
理工学部理工

前期
学科

E-mai I t-k i kuch i@o i ta-u.ac.j p 内線 7771 

授機構力学は機構学を学ぶ上で必要な対偶自由度等の託句の解税から始め，瞬間中心の概念とベルトルを使った速度，加速度，力の計算法について解税し，ねじ， リンク拐

集構カム，ペルト，プレーキ等の摩擦制御機構，歯車の機構学的取り扱いについて謂義する．

の

，概

裏

澳体的な到違目標 OP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1機構力学は機構学を学ぶ上で必要な対偶，自由度等の栢句の意味を理解させ，瞬間中心の概念とペルトルを使った速度，加速度 00  

゜目標2ねじ， リンク機構，カム，ベルト，プレーキ等の摩擦制御機構，歯車などの機構力学的計算法を身につける． 00  

゜目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

牒業の内容

1対偶，自由度等，機構学を学ぶ上での基本的話句について学習する．

2機構の自由度についての計算法を具体例を通して詳しく鋭明する．

3瞬間中心の概念とそれを利用した速度の計算法について学習する

4ベクトルを利用した回転座標系と回転マトリクスについて学習する．

5パラメータ表示されたペクトルの速度，加速度の計算法について学習する．

6平面機溝の速度，角速度の計算法について学習する．

7仮想仕事の原理について具体例を通して学習する．

8仮想仕事の原理についてさらに学び，後半は4リンク機構について学習する

9ねじジャッキと揺動スライダリンク機構について学習する．

10拘束条件のある揺動スライダー機構の解析法について学習する．

11侶心円板カムの機構解析について学習する．

12ペルト摩擦の原理と応用について学習する

13摩擦を利用したクラ ッチやプレーキ機構について学習する．

14遊品歯車機構の各也車の回転速度の計算法について学習する．

15演習問題を解かせることで，機構力学全般についての知識を整理する．

ラア A．知I観の定着・確認 o授業中に課題を与え，各自で問題を解いてもらうことで問題解決能力を
工そ

lク B・意見の表現・交換
高める． 夫の

ーア C．応用志向
他

ンイ の

グブ D：知識の活用・創造

時閲外学惰
準傭 テキストを事前に読んでおく (I時間／回）

学修
の内容と時

事後 課題を行い (2時間1回），復習を行う (I時間／回）
間の目安

学修

資料を配付する

教科書

岩 本 太 郎 著 機構学、森北出版

参考書 工学のための力学上巻，下巻 F.p．ペアー／ER．ジョンス トン 若プレイン図書出版

三次元機構学牧野洋著 日刊工業新聞社

成評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目櫂 目憬 目標

1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 
績
評レポート 50% 

゜゚価 期末試験 50% 

゜゚の

方
法

及

び

評

価

割

合

注意事項
毎回計算問題を解くため，必ず電卓を持参すること出席率が60％未満の者は再履修とする．

備考

リンク
URL I 



ナンバリング 授業科目名（科目の英文名） 区分 ・［ 新主題】 ／（分野 ） 授業形式

電気電子工学実験(Electricaland Electronic Experiments) 

R612P051 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜 ・限 担当教員

氏名上見憲弘 ・後藤雄治 ・高炎輝 ・池内秀隆

必修 2 3年
理工学部理工

前期
学科

E-mai I uemi@oita-u.ac jp 内線 7301 

授 本実験では，学生自ら実験を行い，グループでの討綸およびレポー ト制作を通じて，メカトロニクス，バイオロポティクスの基礎となる電気 ，電子計測について理解する。

業 また，電気 ・霞子回路の基礎実験などを通じて，実験の方法， レポート作成方法などを理解する。

の

概

蔓

具体的な到違目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1適切なレポートを作成できる。

゜゚ ゜目標2霞気 ・筍子回路の基本事項について餃明できる。

゜目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

賤業の内容

1ガイダンス ：実験を行う上での基礎知識、レボートの書き方、測定データの取扱について

2電圧計 ・電流計による抵抗の測定と誤差

3 キルヒホッフの法則

4オシロスコープの使い方

5 RC/RL交流回路

6太陽電池の特性測定

7 ダイオード回路 ダイオードの特性測定と基本回路

8 トランジスタ／FETの静特性 コレクタ霞流，ベース電流，電流増幅率の測定

9 OPアンプ回路1:ポルテージホロワ，反転増幅器，非反転増幅器

10 OPアンプ回路2 周波数特性・

11渦電流を使用した材料評価 ：インビーダンス測定

12センサ回路とマイコンによる制御

13電子プロック等による回路製作1:基礎回路の製作と測定

14電子プロック等による回路製作2：応用回路の製作と測定

15全体を通じての総合謂評

ラア
A．知紐の定着・確認 Oレポート提出時に口頭試問を実施する。

工そ

1ク B：意見の表現・交換 夫 の
-- 7 - c：応用志向

他

ンイ の

グ ブ〇知謙の活用・ 創造

゜時間外学り
準傭 実験の内容とその基硝事項についてまとめる。また，手顧と方法を確認する(15h)。

学修
の内容と阻

事後 レポートをまとめる (45h)。
間の目安

学修

実験の手引きを配布する。

教科書

実験の手引きに記載。

参考書

成 評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目櫂 目標 目標

1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 
籟
評 レポー ト JOO~ 

゜゚価
ヽ

の

方

法

及

び

評

価

劉

合

注意事項
設定された実験を 1つでも行わない場合は再履修とする。

備考

リンク
URL I 



ナンバリング 授集科目名（科目の英文名） 区分 ・【 新主題l/（分野） 授業形式

電気機器1(Electrical Machine 1) 

R612P052 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 躍 ・限 担当教員

氏名後藤雄治

必修 2 3年
理工学部理工

前期
学科

E-mai I coto-yuuj i@o i ta-u. ac j p 内線 7795 

授電気は極めて自由に変換しうるエネルギー媒体であり、特に機械エネルギーと電気エネルギーとの変換は頂要な役割を果たしている。その変換には電磁エネルギー変換が主

業体をなし、この電磁機器の基本特性を学習する。

の

概

憂

具体的な到連目標 OP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1直流霞動機および発電機の原理と構造について理解し、等価回路を描き、電圧、電流などの計算ができる。

゜目標2 単相および三相変圧器の原理と構造について理解し、等価回路を描き、電圧、電流などの計算ができる。

゜目標3 自発的な自己学習能力を養成する。

゜目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授集の内容

1電気機器の基本特性と適用事例

2 直流電動機の動作原理と基本構造

3 直流電動機のトルク計算

4 荘流電動機の始動制御

5 旺流電動機の速度制御

6 五流発電機の動作原理と基本構造

7 直流発電機の起電力計算

8直流機の積層鉄心構造と電機子巻線法

9 直流機の電機子反作用

10単相変圧器の動作原理と基本構造

11滋相変圧器の特性、結線法

12単相変圧器の等価回路と計算法

13＝相変圧器の動作原理と基本構造

14三相変圧器の特徴と結線法

15総合演習

ラア
A：知諜の定着・確認 〇授業中に学生自身に黒板で問題を解いてもらう事や、ランダムで小テス

工そ

1ク B •意見の表現 ・交換 ト等を実施して習得度合いを学生個人に認識してもらう。 夫の
_ T 

C・応用志向
他

ンイ の

グブ D：知織の活用・創造

゜時間外学修
準傭 配付資料や参考文献等の情報収集を行い、予習する。 (30h．学期合計）

学修
の内容と時

事後 演習問題や小テストを活用し、復習する。 (30h：学期合計）
間の目安

学修

電気機器(I)：野中作太郎著：森北出版

教科書

電気機器工学・前田勉、新谷邦弘 共著：コロナ社

参考書

成評価方法 割合
目標 目憬 目標 目標 目標 目憬 目標 目標 目標 目標

1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 
績
評小テスト 60" 

゜価 最終諜題 40% 

゜の

方
法

及

び

評

価

顎
合

注意事項

備考

リンク
URL I 



ナンパリング 授業科目名（科目の英文名） 区分・【新主題 】／（ 分野） 授業形式

計測工学(InstrumentationEngineerinc) 

R612P053 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・限 担当教員

氏名上見憲弘

必修 2 3年
理工学部理工

前期
学科

E-mai I uemitoita-u ac jp 内線 7301 

授 工学の分野において、正確なテータを収集し、そのデーターの特徴を抽出する技術は欠くことはできないものである。新しい技術や理論も正確な計測があって、初めてその

集形が見えてくる。本講義では工学分野における計測の基礎として、単位、誤差の扱い方、測定量の関係を道き出す方法を学ぶ。そして、電圧 ・霞流の測定と問題点、センサ
の とコンピュータを利用した計測システムの基礎について学ぶ。

概

蔓

具体的な到遠目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1国際単位系、測定値から立の値に近づく方法、測定籠の特徴を捉える方法を税明できる。

゜ ゜目標2 電圧 ・電流の測定法と問題点、雑汗、センサ、コンピュータを利用した計測システムの基礎について脱明できる。

゜目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授業の内容

lガイダンス ー計測とは何か

2単位と標準 一国際出位系について、校正とトレーサビリティ

3直接測定と間接測定、侶位法と零位法 （可動コイル計器，天秤の税明）

4測定手法と統計処理（I)誤差と有効数字

5測定手法と統計処理 （2)誤差と不確かさ

6測定手法と萩計処理（3)正規分布と標準偏差

7最小二乗法による近似関数

8雑音とS/N比（デシベル）

9計測システム (I)演算増幅器とフィルタ

10 9t測システム (2)A/D変換器と標本化定理

II電圧・雹流測定における内部抵抗と負荷の影響

12電圧・電流測定法、電圧型 ・電流型センサ

13抵抗・イ ンビーダンス測定とホイー トストンプリッジ

14抵抗 ・キャバシタンス型センサ、他の電気関連量の測定法

15オシロスコープによる測定

ラア
A知諏の定着・確認 0 • 基本事項確窮のための授業内での演習問題の実施

工そ
1ク B•意見の表現・交換 ・センサ ・装置等がある場合は授業に持ち込んで，実際に動作させる 夫の
-T  

c：応用志向
他

ンイ の
グブ D• 知謙の活用 ・ 創造

゜時間外学修
準傭 教科書の該当範囲を予習し、前出内容との関連する内容について確酪する (15h)．
学修

の内容と時
事後 授業の内容の確認と整理、課題等の演習問題を解く (45h)。

間の目安
学修

ディジタル時代の雹気電子計測基礎 • 松本佳宜 ・ コロナ社

教科書

メカトロニクス計測の基礎 • 石井明 ・ コロナ社

参考書 霞磁気計測 ・岩崎俊 ・コロナ社

成 評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目樗 目標
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

績

評 試験 100% 

゜゚価

の

方
法

及

び
評

価
割

合

・電気回路 I、数学の確率 ．統計の分野に関係があるのでしつかりと復習しておくこと
注意事項 ・授業を欠席した場合には必ずノートをみせてもらい内容の理解に勤めること

傭考

リンク
URL I 



ナンバリング 授業科目名（科目の英文名） 区分・ 【新主題】／（分野） 授集形式

ロポット工学(Robotics)

R612P054 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曙 ・限 担当教員

氏名菊池武士

必修 2 3年
理工学部理工

後期
学科

E-mai I t-k i kuch i 内練 7771 

授ロポットはメカ トロニクスの代表的な例として取り上げられるが，多自由度の運勲を記述し，制御する必要があるために幾つかの独特な解析方法が使われる．

集本講義では，多自由度マニピュレータの運勲学，動力学を中心として，その数学的記述方法と制御方法について触れるまたロポット制御の構成要素として，具体的なセン

のサ，アクチュエータ等にも触れ，実際のロポットがどのように構成され，制御されているのかを解税する

概

蔓

具体的な到違目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1 ロボットの順 ・逆運動学．動力学の意味と具体的な解析方法を綸理的に説明できる． 00  

゜目標2 目的に適したロポットの構成を提案できる， 00  

゜目標3必要なセンサ，アクチュエータの遺定ができる． 00  

゜目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授業の内容

1イントロダクション

2 ロボットの構成要素

3移動するロボット（移動様式と原理の概要）

4移動するロボット（歩容の記述方式）

5移動するロボット（安定性と ZMP)

6作業するロポット（平面マニピュレータの運勤学）

7作業するロポット（平面マニピュレータの動力学）

8作業するロボット（座標変換）

9作業するロポット（空間マニピュレータの運動学）

10作業するロボット（マニビュレータの制御）

11ロポットを計測する（センサの原理）

12ロボットを計測する（センサの利用方法）

13ロポットを計測する（センサの利用方法）

14ロポットを制御する （コントローラ，イ ンタフェース）

15ロボットを制御する (PID制御，軌道計画）

ラア
A．知謙の定着 ・確認 〇講義内容を踏まえ．学生が自らロポットの簡易設計やコンビュータ言訂

工そ
1クB•意見の表現 ・ 交換 によるシミュレータ開発を行う．

夫の
＿ア

C．応用志向

゜
他

ンイ の
グブ D：知諜の活用・創造

゜時間外学修
準傭 Mood le上の資料を事前に糀んでおく． （0 5時間／回）

学修
の内容と時

事後 与えられたテーマについて設計 ・プレゼン準備を行う． （3. 5時間／回）
間の目安

学修

日本機械学会編， Robotics ロボティクス，丸善

教科書 追加資料はMoodieに掲載する．

吉）11恒夫，ロボット制御基礎論，コロナ社

参考書 広瀬茂男，ロボット工学，裳蘇房

成 評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目櫂 目標 目樗 目標

績
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 小レポート 25" 

゜゚ ゜価 中間プレゼン 25% 

゜゚ ゜の最終レポート
方

50% 

゜゚ ゜法

及

び
評

価

顎

合

詫事情により欠席する場合は欠席届を提出すること．
注意事項 一部の回でPCを使用するので，その際には持参すること．

傭考

リンク
URL I 



ナンバリング 授集科目名（科目の英文名） 区分・ 【新主題】／（分野 ） 授婁形式

運動計瀾法(Measurementand Analysis of Human Movement) 

R613P055 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・限 担当教員

氏名小池貴行／岡内優明

必修 2 3年
理工学部理工

後期
学科

E-mai I t-ko i koOo i ta-u. ac.j p/ okauch i@o i ta-u. ac. j p 内線 7720、7957

授 身体運動を計測する手法を学ぶため、前半は物や身体を持ち上げる時に身体が発揮する力やパワーの測定、後半は垂直跳びの跳躍高の測定を行う。

集

の

概

璽

具体的な到違目襴 OP事の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1センサー信号のAD変換、映像からのデジタイズについて理解する。

゜目標2 フィルタリング、キャリプレーションについて理解する。

゜目標3 解析の過程での計算処理について理解する。

゜目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

慢集の内容

1生体運動の計測法についてのガイダンス

2測定器の使い方，数理処理ソフト (Matlab, Python, Mathematica等）の使い方，

3 A/D変換器とジャイロスコープ 歪みゲージを用いた床反力計，電気信号，サンプリングタイムと分解能，

4 実験計画＆実験の練習、インフォームドコンセントを含む

5データファイルの数理処理ソフト (Matlab,Python, Mathematica等）への貌み込み，データのファイルヘの出力

6較正係数の求め方，実測値の計算，力から加速度，速度，変位を得るための計算方法

7速度，変位の数値積分方法の理解とフィルタリング（平滑化），最大跳躍高の推定，最大パワーの推定

8画像による分析方法，実験の手順

9垂直跳びの実験、撮影方法

10 画像データファイルの読み込み、 JPEGファイルヘの変換

11 身体院み取りポイントの設定とプログラミング

12 身体ポイントの貌み込み

13 身体のスティックビクチャーのプログラミング

14 実座標への変換，平滑化

15 身体重心の算出方法とプログラミング、 レポートの書き方

ラア A：知識の定着 ・確認 o被験者を受講生にやってもらうので，人間を対象にした実験方法につし
工そ

1クB：意見の表現・交換 ても学ぶ。 夫の
ーア c：応用志向 他
ンイ の
グブ 〇：知識の活用 ・割造

時間外学修
準傭 配布資料、 参考文献等によって予習を行うこと。 (10h 学期合計）

学修
の内容と時

事援 配布資料、講義ノート等を利用して復習する。 (30h：学期合計）
間の目安

学修

資料を配布する。

教科書

時間毎に担当教員が作成した資料を配付する

参考書

成 評価方法 割合
目標 目標 目櫂 目襴 目標 目標 目標 目禰 目標 目標

績
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 前半のレポー ト 50" 

゜゚価 後半のレポート 50" 

゜゚の

方

法

及

び

評

価

罰

合

注意事項
受謂生の中から被験者を選出する

備考
実験は教養棟体育第2実験室で行 うが，通常は情報基盤センターの実習室を使用する．

リンク
URL 



ナンバリング 授業科目名（科目の英文名） 区分・ 【新主題】 ／（分野） 授業形式
計瀾制御工学実験(Measurementand Contro I Laboratory) 

R612P056 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜 ・限 担当教員

氏名池内秀隆・加藤秀行・菊池武士

必修 2 3年
理工学部理工

後期
学科

E-mai I 内線

授本実験では，学生自ら実験を行い，グループでの討綸およびレポー ト制作を通じて，メカトロニクス，パイオロポティクスの基礎となる電気電子的計測， コンピュータを使

業 つた電子制御の仕組を理解する。特に，ディジタル回路およびコンピュータによる計測と制御に関する実験を行う。

の
概

蔓

具体的な到違目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1ディジタル回路の仕組みおよびC言語を用いた機器計測制御手法を理解する。 00  00  0 0  
目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授業の内容

1実験ガイダンス

2 レポー ト作成方法

3信号の計測と数値処理（原理の理解）

4 ｛言号の計測と数値処理（実験）

5イ言号の計測と数値処理（レポート作成）

6倒立振子の リアルタイム制御実験（原理の理解）

7倒立振子の リアルタイム制御実験（実験）

8倒立振子の リアルタイ ム制御実験（レポー ト作成）

9 シーケンス制御の基礎実験（原理の理解）

10シーケンス制御の基礎実験（実験）

IIシーケンス制御の基礎実験（レポー ト作成）

12ロポットマニビュレータの制御（原理の理解）

13ロポットマニピュレータの制御（実験）

14ロポットマニビュレータの制御（レポー ト作成）

15全体を通じの総合講評

ラア A知鰈の定着 ・確認 〇実験と理論の比較をディスカッションと実技を通じて行う。
工そ

1クB：意見の表現・交換

゜
夫の

ー-ア-
C• 応用志向

゜
他

ン イ の
グ ブD．知鰈の活用・創造

゜時間外学修
準傭 テキストを事前に醗んでおく (!Oh：学期合計）

学修
の内容と...,

事後 課題を行う (20h：学期合計），復習を行う (!Oh：学期合計）
間の目安

学修

自作の実験テキス トを配布する。

教科書

参考書を指定しない。

参考書

成 評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

績
討論 ・レポー ト

゜
評 10⑪ 

価

の

方
法
及

び
評

価

劉

合

注意事項
可能な限り実験前やレポート作成時に自分で勉強すること。

傭考
なし

リンク
URL I・ 



ナンバリング 授集科目名（科目の英文名） 区分 ・【新主題 】パ分野） 授集形式

卒業研究(GraduationThesis) 

R614P057 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・限 担当教員

氏名 池内秀隆、上見憲弘、大津健史、岡内優明、加藤秀行、菊池武士、 小池貴行、高炎輝、後藤雄汁

必修 8 4年
理工学部理工

通年
学科

E-mai I 内線

授・各自の研究テーマを通じて、メカトロニクス分野における専門知識を駆使して結果を導き出すことで、実践的な能力を身につける。

業 ・研究計画や学習目標を立て、能動的に研究に取り組み、研究結果の考察を行うことで、情報収集整理能カ ・論理的思考能カ ・問題解決能力を身につける。

の・研究を通じて研究倫理 ・工学倫理の考え方を身につける。

概 ・卒業論文の作成 ・卒業研究発表を行うことで、研究テーマの目的や研究方法と成果を適確に餃明する能力を牙につける。

蔓

具体的な到違目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1 メカトロニクス分野の専門知諏 ・技術を理解し利用することができる。

゜目標2諜解決に必要な新たな知識や情報を自ら獲得し、継続的に学ぶことができる。 00  
目標3各研究室のテーマに関連する新たな課題を探求することにより、論理的な思考に基づいて問題を解決することができる。 00  

゜目標4工学研究者 ・技術者としての責任と必要な研究倫理（出典明記や不正行為を行わないための基礎的な知識）を身につけている

゜目標5研究テーマの背景と目的、研究方法と得られた結果について、適確に発表し討議することができる。

゜゜目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

謄業の内容

1 4月ー8月 研究室配属の正式決定

2 4月ー8月 各研究室にてガイダンスと研究諜題の確定

3 4月ー8月 関連研究 ・基礎技術などの情報収集

4 4月ー8月 研究背景・研究目的・研究方法の検討

5 4月ー8月 実験の開始 ・データ等の収集分析

6 9月ー1月 中間報告

7 9月ー）月 研究方針 ・研究内容のディスカ ッション及び再検討

8 9月ー1月 研究データの追加 ・分析

9 9月ー1月 得られた成果の取りまとめと考察 ・課題の整理

10 9月-I月 卒業論文の作成

II 2月 卒業論文提出

12 2月 卒業綸文発表会と評価

13 

14 

15 

ラア
A•知鰈の定着・確認 〇毎週行われるゼミや演習などで、問題点の討論を行うことで実践的な前

工そ
lクB意見の表現・交換 力゚を身につける。 夫の
-T  c応用志向

゜
他

ンイ の
グブ 0：知謙の活用・創造

゜準傭 各研究室で指ホする。

時間外学と修時 学修
の内容

事後 各研究室で指示する。
間の目安

学修

各研究室で指ホする。

教科書

各研究室で指ホする。

参考書

成評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目櫂 目標 目標
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

績評 卒業論文 601' 

゜゚ ゜゚価 論文発表 40% 

゜゚ ゜゚ ゜の

方
法

及

び
評
価

劉

合

注意事項
卒業研究を履修するためには、卒業研究培手要件を満たしていることが必要である。

傭考

リンク
URL I 



ナンバリング 授集科目名（科目の英文名） 区分・【新主題】 ／（分野） 授業形式

信号処理(SignalProcessing) 

R643P058 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曙 ・限 担当教員

氏名上見憲弘

選択 2 3年
理工学部理工

前期
学科

E-mai I uem i@o i ta-u. ac.j p 内線 7301 

授 信号処理の分野のうち，コ ンピュータ等の内部回路の考え方の基礎となる玲理関数 とディ ジタル回路の勤作，また周波数解析を中心としたアナログとディジタルの信号処

業 理について悦明する。 まず，綸理関数とディジタル回路について，その基本的考え方と動作について悦明する。その後，信号処理の基礎事項である周波数解析に関わるフー

の リエ変換とDFT, ラプラス変換とZ変換など，アナログ，ディジタル両方の償号処理についての基礎事項を中心に悦明する。

概

蔓

具体的な到達目標 OP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1論理関数と各種ディジタル回路の動作を理解し、利用できるようになる。

゜ ゜目標2周波数解析に関連するアナログ ・デジタル1言号処理の基道を身につける。

゜ ゜目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授業の内容

1アナログとディジタル

2数値とデータの表現 ：主に2進数について

3論理式と論理回路

4プール代数と論理関数

5論理関数の組み立てと展開 (I) ：真理値表と主加法 ・主釆法標準形

6論理関数の組み立てと展開（2) :カルノー図と筋略化

7組み合わせ論理回路の種類と変換

8 フリップフロップとラッチ

9順序回路とカウンタ

10信号理論の基礎 ・標本化とデイジタル1言号処理、虚数平面と複素数

11フーリエ変換とフーリエ級数の複素関数表現

12重要な関数のフーリエ変換 ・フーリエ変換の性質

13昼み込み積分と伝達関数

14離散フーリエ変換と注意事項（巡回昼み込み、窓処理）

15ラプラス変換とZ変換

ラア
A知謙の定着・確認 o基本事項確認のための授業内での演習問題の実施

工そ
lク 8•意見の表現 ・ 交換 夫の
_ 7 

C•応用志向 他
ンイ の
グブ 〇知織の活用 ・創造

゜時間外学修
準備 教科書の該当範囲を予習し、前出内容との関連する内容について確誇する (30h)。

学修
の内容と時

事後 授業の内容の確認と整理、課題等の演習問題を解く (30h),
間の目安

学修

基礎から学べる論理回路第2版 ・ 速水治夫著 • 森北出版

教科書
~ 

基本からわかる1言号処理謂義ノート ・ 渡部英ー他 ・ オーム社、 1言号解析のための数学 ・ ニ谷政昭 • 森北出版、 信号処理入門 ・ 雨宮好文． 佐藤幸男 ・ オーム社、デジタ

参考書 ル ・ アナログ信号処理のためのやさしいフーリエ変換 • 松尾博 • 森北出版、デイジタル電子回路•藤井信生芳 ・ 昭晃堂

成 評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目環 目標

績
1 2 3 4 5 6 7 8 . 9 10 

評 期末試験 95% 

゜゚価 小テスト及び課題 5% 

゜゚の

方

法

及

び

評

価

割

合

注意事項
授業を欠席した場合には必ずノー トをみせてもらい内容の理解に勤めること

備考

リンク
URL 



ナンバリング 授集科目名（科目の英文名） 区分・【新主題】 ／（ 分野 ） 授業形式
スポーツ工学(SportsEnginoorin、)

R643P059 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

氏名小池貴行

選択 2 3年
理工学部理工

前期
学科

E-mai I t-ko i koOo i ta-u.ac.j p 内線 7720 

授 近年，医療福祉等の現場ではリハピリに加え，パラ ・スポーツのように全ての人に向けた積極的な運動実施が推奨されており，その運動実施を可能にする多様な福祉 ・リノ

集 ピリ機器が開発されている．これら機器は五輪やパラリンピックを経てさらに進化することが多い．これら機器開発の輯業に携わるためには，打体構造に加え，打体動作及

の び運動を理工学的な視点で観察し理解する能力も必要となる．そこで，本譲義では身体を質点や員lj体，また粘弾性体や複数体節が連結したリンク機構体と考え，身体の動き

概 を理工学的に分析する手法を学びながら，身体運動や動作の原理を探る．

憂

具体的な到違目襴 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1スポーツや日常生活で行う動作や運動を題材にして，人体の各関節に作用する力や衝撃力を推定する方法を探る．

゜目標2 その推定や分析を通じて，必要最小限の力で運動をする方法を考える．

゜目標3 一連の過程を通じて，運動力学と人間工学的な観点から打体運動．動作を分析する目を養う．

゜ ゜目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

謄業の内容

1マイプリッジの写又から、ロポット工学まで

2身体瓜心の求め方（作図法による計算）

3位置ベクトルや内分質量比による身体重心の求め方

4 身体の慣性モーメントの求め方

5身体にかがる力の測定方法（並進運動と回転運動）

6骨格筋の構造と筋肉が発揮する力の計測と推定方法

7 高くジャンプする方法とは？ （垂直跳びの床反力の分析から，力と加速度の関係を理解する）

8 流体力学の話1 空気や水の抵抗と向き合う（水泳，スキージャンプ）

9 流体力学の話2，空気の抵抗を利用する（野球やサッカーのボールの回転方向と曲がる理由）

10自転車の姿勢操作や駆動力の背後にあるメカニズム (1) ．速度，加速度と摩擦力

11自転車の姿勢操作や駆動力の背後にあるメカニズム (2) ・ジャイロ効果と自転車操作

12筋収縮では達成できない身体の高速運動 (1) ：テコ比，関節トルク算出の原理

13筋収縮では達成できない身体の高速運動 (2) ・運動量保存の法則（運動量の移行）とムチの効果

14走運動やジャンプ運動の着地衝撃力に対応する（動作による対応と靴による対応）

15身体のモデル化（粘弾性モデル、リンク機構モデル）

ラア A．知識の定着 ・確認 〇毎時間， 日常生活における動作や運動（例：洗面台の前に立って顔を洗
工そ

1ク B• 意見の表現 ・交換 う動作やランニング運動等）をとりあげ，例えば，身体に作用する力C 夫 の
- 7 

C．応用志向
推定方法や足にかかる衝撃力の大きさの測定方法などを解鋭する． 他

ン イ の
グ ブD：知識の活用 ・割造

時間外学修
準傭 授業実施前に，ムードル上や授業時に配布した資料を熟腔し，理解した上で問題に回答する (60~90分）．

学修
の内容と時

事後 毎回の授業の概要とポイン トをノートに整理する。 (120~150分）．
間の目安

学修

教科書は指定しませんが，授業の目的，要点，各要点の詳細を記載した資料を配布します．参考書に記載のテキスト等をもとに作成したものです．

教科書

・トップアスリートの動きは何が違うのか，山田憲政化学同人， 2011

参考書 ・スポーツの達人になる方法、小林一敏著，オーム社， 1999年
・スポーツバイオメカニクス20講 阿江通良，藤井範久，朝倉書店， 2002

成 評価方法 割合
目標 目標 目襴 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標

籟
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 中間テスト (2~3回） 70% 

゜゚ ゜価 期末試験 30" 

゜゚ ゜の

方
法
及

び
評

価
叡

試験については， 2~3回の中間テストを実施し，その合計得点が一定基準以上となった者は合格と し，漕たなかった者は期末テストを受験する形式とします．詳細は初回
合

の授業で税明します．

注意事項

傭考
授業内容に応じて用意すべき道具がありますが，事前に授業やMoodieで指示します．使用見込みの道具として，パソコン，タプレット等の電子機器，定規，電卓，

色ペンを用意しておくこと ．

リンク
URL 



日本カーリング連盟科学サポートスタッフ： 五輪代表選手や五輪候補選手の支援経験有



ナンバリング 授業科目名（科目の英文名） 区分・［新主題】／（分野） 授集形式

身体運動機能学(HumanBody Kinematics) 

R643P060 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・限 担当教員

氏名小池貴行 ・岡内優明

選択 2 3年
理工学部理工

前期
学科

E-mai I okauch i to i ta-u. ac j p 内線 7957 

授 人間の運動を解析する手法として、加速度計、ジャイロセンサー（角速度計）、ゴニオメーター（角度計）、筋電計等のセンサーを用いる方法、高速度ピデオやデジクルカメラ

集 等で動作を撮影して画像解析を行う方法がある。それぞれの手法によるデータの収集方法、データに含まれるノイズを取り除くフィルタリング、電圧の変化や画像上の座標

の として得られたデータを実際の距離、加速度、角速度、座標等に変換するキャリプレーション、算出したデータを視覚化するためのグラフの書き方、画像上の動作を視覚化

概 するためのアニメーションの作り方などを学ぶ。

蔓

具体的な到運目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1センサーや映像によるデータの収集方法に関する基礎的知識を習得する。

゜目標2 得られたデータの解析方法に関する基礎的知識を習得する。

゜目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

慢集の内容

1ガイダンス、謂義計画

2数式処理ソフトMathematicaの使い方。身体運動データの収集方法。

3加速度計・ジャイロセンサー ・筋電計等、センサーによる身体運動データの収集方法

4 ビデオ ・高速度カメラ等、映像による身体運動データの収集方法

5各種センサーから収集した身体運動データの解析法

6映像から収集した身体運動データの解析法

7身体各部位の変位 ・速度・加速度

8 身体各関節の角度 ・角速度 ・角加速度の算出

9 ti'体重心の算出

10キャリプレーションの方法

11データのフィルタリング（加速度、角速度の平滑化）

12データのフィルタリング（筋電の全波整流）

13データの整理、グラフの書き方

14アニメーションの作り方

15まとめと諜題の貌明

ラア A：知識の定着・確認 o・必要に応じて課題を与え提出させる。
工そ

グループ分けして、解析法の開発を促す。

1ク8：意見の表現・交換 ・次の授業で提出したものを紹介しフィードバックする。 夫の
ーア c：応用志向 他
ンイ の
グブ 〇：知識の活用 ・割造

時間外学修
準傭 配布資料、 参考文献等によって予習を行うこと。 (10h 学期合計）

学修
の内容と時

事後 配布資料、謂義ノート等を利用して復習すること。 (30h 学期合計）
間の目安

学修

資料を配布する

教科書

資料を配布する

参考書

成 評価方法 割合
目標 目標 目櫂 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標

績
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 授業中の課題 40% 

゜゚価 レポート 60% 

゜゚の
方
法

及

び

｀ 評

価

罰

合

注意事項
総合情報処理センター実習室のログイン IDとパスワードを取褐しておくこと。

備考

リンク
URL I 



ナンパリング 授業科目名（科目の英文名） 区分・ 【新主題 】／（分野） 授業形式
電気機器2(Electricalmachine 2) 

R643P061 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜 ・限 担当教員

氏名後藤雄治

選択 2 3年
理工学部理工

後期
学科

E-mai I goto-yuuj i@o i ta-u. ac. j p 内線 7795 

授電気エネルギーと機械エネルギーとの変換を基礎として、エネルギー変換についての知識を習得する。ここでは二相銹導機、同期機器を中心とした機械エネルギーと電気工

業ネルギーとの変換の特性を学習する。

の

概

憂

頃体的な到連目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目憬1 誘導霞勤機および発電機の原理と構造について理解し、等価回路を描き、電圧、電流などの計算ができる。

゜目標2 同期電動機および発電機の原理と構造について理解し、等価回路を描き、霞圧、霞流などの計算ができる。

゜目標3 自発的な自己学習能力を養成する。

゜目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授業の内容

1霞気機器における＝相交流回路の計算法と基本事項

2 ＝相誘導電勤機の動作原理と基本構造

3 ＝相誘導電動機の等価回路

4 ＝相誘導電励機のトルク計算

5 ＝相誘導電勘機の始動特性

6 三相誘導電勤機の速度計算法

7 ＝相誘導電勤機の速度制御法

8 ＝相銹淳発霞機の動作原理と基本構造

9 三相誘導発電機の等価回路 ,. 

10＝相誘導発電機の起霞力計算
ヽ

11同期雹動機の動作原理と基本構造

12同期電動機の等価回路と計算法

13同期発電機の動作原理と基本構造

14同期発霞機の等価回路と計算法

15総合演習

ラア A．知諜の定着・確認 o授業中に学生自身に焦板で問題を解いてもらう事や、ランダムで小テス
工そ

1クB：意見の表現・交換 ト等を実施して習得度合いを学生個人に認識してもらう。 夫の
_ 7 

C•応用志向 他
ンイ の
グブ 0•知諜の活用・創造

゜時間外学修
準傭 配付資料や参考文献等で情報収集を行い、予習を行う。 (30h.学期合計）

学修
の内容と時

事後 演習問題や小テスト等を活用し復習する。(30h：学期合計）
間の目安

学修

電気横器 (II) ：野中作太郎著•森北出版

教科書

電気機器工学：前田勉、新谷邦弘 共著：コロナ社

参考書

成 評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目櫂 目標 目標 目標

績
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 小テスト 601' 

゜価 最終課題 40% 

゜の

方

法

及

び
評

価

劉

合

注意事項

傭考

リンク
URL I 



ナンバリング 授業科目名（科目の英文名） 区分・ ［新主題 】／（分野） 授集形式

電カシステム工学(PowerSystem) 

R643P062 ヽ

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曙 ・限 担当教員

氏名後藤雄治

選択 2 3年
理工学部理工

後期
学科

E-mai I 10to-yuuj i@oita-u ac.jp 内線 7795 

授 水カ ・火カ ・原子力発電を中心とした電カシステム全般の構成要素，解析法，運用等について学習する．

集

の

概

憂

具体的な到違目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1 水カ・火カ ・原子力発電を中心とした電カシステム全般の基本的な発電原理や電力計算が行え，電験二種＝種程度の問題が解け

゜目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授業の内容

1 送雹 ・ 変電 • 発霞についての概要

2 水力発電の原理

3 水力発電システム・構成

4 火力発電の尿理

5 火力発電システム・構成

6 原子力発電の原理

7原子力発電システム・構成

8 各種発鼈システム ・構成

9 霞力系統の構成

10変圧器 ・送霞線路の等価回路

JI系統図の表現と単位法

12電力回路方程式

13霞力系統の定態 ・過渡安定度

14故障計算

15総合演習

ラア A：知諜の定着・確認 〇授業中に学生自身に焦板で問題を解いてもらう事や、ランダムで小テス
工そ

lク B•意見の表現・交換 ト゚等を実施して習得度合いを学生個人に認識してもらう。 夫 の
ーア C．応用志向 他
ンイ の
グブ D：知鰈の活用・創造

時間外学修
準傭 配付資料や参考文献等で情報収集を行い、予習を行う。 (30h：学期合計）

学修
の内容と時

事後 演習問題や小テスト等を活用し復習する。 (30h：学期合計）
間の目安

学修

「電力系統J 林昭晃堂

教科書

「電カシステム工学」大久保仁 オーム社、 「電気エネルギー基礎J榊原建樹 オーム社

参考書

成 評価方法 割合
目標 目標 目標 目禰 目標 目標 目標 目櫂 目櫂 目標

績
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 小テスト 601' 

゜価 最終課題 40% 

゜の

方

法
ヽ

及

び
評

価

劉

合

注意事項

傭考

リンク
URL I 



ナンバリング 授業科目名（科目の英文名） 区分 ・［ 新主題 】／（分野） 授業形式

数値解析応用(AdvancedNumerical Analysis) 

R643P063 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜 ・限 担当教員

氏名大津健史 ・高炎繹 ・菊池武士

選択 2 3年
理工学部理工

後期
学科

E-mai I t-k i kuch i@o i ta-u ac」P 内線 7771 

授 本講義では，各種力学現象の数理モデルである偏微分方程式を数値的に解くための差分法，有限要素法，境界要素法の基礎について概説する。また，一次元，二次元問題に

業 対する数値シミュレーションをプログラミング言話によって開発し，その理解を深める．さらにシミュレーションソフトウェアを用いて三次元問題を解析し，機器の設計へ

の の応用方法を学ぶ。

概

蔓

具体的な到違目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1差分法，有限要素法，境界要素法など，数値解析の原理を理解する， 00  
目標2 3次元数値解析ソフトウェアを用いて霞気系・携械系装置の蘭易設計ができる， 00  00  

゜目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授業の内容

1イントロダクション

2伝熱現象の基礎

3伝熱の基礎方程式

4差分法の概餃

5差分法による数値解析

6 マクスウェルの霞磁方程式

7有限要素法FEMの概説

8変分法と重み付き残差法

9境界要素法BEMの概悦

10霞磁界解析への応用

11固体力学の基礎方程式

12構造設計への応用 (1次元モデルでの近似計算）

13構造設計への応用 (3次元モデルの作成）

14構造設計への応用 (3次元シミュレーションと設計問題への応用）

15期末レポートの解税

ラア
A•知鰈の定着·確認 0理論とシミュレーションを併用し，レポート課題に対する議論を通じて

工そ
1ク B．意見の表現・交換 理゚解を深める。 夫の
-- 7 - c：応用志向

゜
他

ンイ の
グブ D：知織の活用・創造

゜時間外学修
準傭 資料を事前に読んでおく (!Oh 学期合計）

学修
の内容と．．，

事後 課題を行う (20h:学期合計），復習を行う (!Oh.学期合計）
間の目安

学修

自作の資料を配布する。

教科書

参考書を指定しない。資料を配布する。

参考書

成 評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目樗 目標

籟
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 小レポート 50" 

゜価 期末レポート 501' 

゜の

方

法

及

び
評

価

割

合 ＇ 

注意事項
なし

備考
講義資料は配布するが，すべてMoodieから入手可能である

リンク
URL I 


